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金抜設計書

　この設計書で施工機械・仮設材の規格・数量、調査条件等の記載及び

「人、h、l、％、日、時」の単位により見積りのための参考数量を示した

ものは任意扱いです。したがって、内訳書の作成や契約を拘束するもので

はありません。

ただし、指定した場合を除きます。

契 約 保 証 方 法 金銭的保証

・発電機室築造工　　　一式
・建築電気設備工事　　一式
・仮設工事　　　　　　一式
・場内付帯工事　　　　一式

施 工 期 間  日間

起 工 年 月 日

竣 工 年 月 日 令和8年4月30日

設   計   大   要 施 工 方 法 請負

工事番号 第      号

委託

令和７・８年度　上原水源地非常用発電機室建設工事

安曇野市穂高　上原水源地

工　事　設　計　用　紙 安曇野市



(様式 - 2)

円

円

円

工 事 価 格

消 費 税 等 相 当 額

災害等により大規模な停電が発生した際、水道水の供給に大きな支障が生じないよう自家発電設備の設置を行いたい。

起    工    理    由

請 負 対 象 額

工　事　設　計　用　紙 安曇野市



（建築経費）

金  額 金  額

直接工事費

　建築主体工事

　建築電気設備工事

計

共通費

　共通仮設費 積み上げ仮設

率仮設

　現場管理費

　一般管理費

計

合計（工事価格）

消費税相当額

総合計（工事費）

工　　事　　費　　総　　括　　表

備　　考施設別 工　種　別 規 模 及 び 形 状 寸 法



共通仮設費（積上げ仮設） 設計書

１．　工　事　計　画　概　要

 

揚重機械費

交通誘導警備員



共通仮設費（積上げ仮設）

                    設         計         書
代価

数 量 単 価 金  額 数 量 単 価 金  額 番号

積上げ仮設 式 1 別紙内訳書１

計

工 種 名　　　　称 形 状 寸 法 単位 摘  　　要



共通仮設費（積上げ仮設）

第　１　号　　積上げ仮設                     内         訳         書
代価

数 量 単 価 金  額 数 量 単 価 金  額 番号

オペレーター付

揚重機ｸﾚｰﾝ 16t ラフテレーンクレーン (躯体･仕上) 日 4

交通誘導警備員Ｂ 人 20

計

工 種 名　　　　称 形 状 寸 法 単位 摘  　　要



建築工事 設計書

１．　工　事　計　画　概　要

 

発電機室棟　建築物　RC造地上１階建

建築面積　61.56㎡

延床面積　61.56㎡

最高高さ　 5.73ｍ



令和７年度　上原水源地非常用発電機室建設工事

1. 自家発棟

                    設         計         書
代価

数 量 単 価 金  額 数 量 単 価 金  額 番号

直接仮設工事 式 1 別紙内訳書1

土工事 式 1 別紙内訳書2

ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 式 1 別紙内訳書3

型枠工事 式 1 別紙内訳書4

鉄筋工事 式 1 別紙内訳書5

防水工事 式 1 別紙内訳書6

屋根工事 式 1 別紙内訳書7

金属工事 式 1 別紙内訳書8

左官工事 式 1 別紙内訳書9

金属製建具工事 式 1 別紙内訳書10

塗装･吹付工事 式 1 別紙内訳書11

内外装工事 式 1 別紙内訳書12

外構工事 式 1 別紙内訳書13

配管切り回し工事 式 1 別紙内訳書14

計

工 種 名　　　　称 形 状 寸 法 単位 摘  　　要



令和７年度　上原水源地非常用発電機室建設工事

1. 自家発棟

第　1　号　　直接仮設工事                     内         訳         書
代価

数 量 単 価 金  額 数 量 単 価 金  額 番号

水盛やりかた RC造 建㎡ 61.6

墨出し RC造（躯体・仕上） 延㎡ 61.6

現寸型板 RC造 延㎡ 61.6

高さ12m未満　建地幅600mm

外部枠組本足場（手すり先行式） 期間3箇月 架㎡ 201

枠組本足場用

最上部安全手摺 期間3箇月 架ｍ 41.4

養生ｼｰﾄ張

垂直養生 期間3箇月 架㎡ 201

階高4.0~5.7m

内部枠組仕上げ足場 期間1箇月 床㎡ 61.6

ｺﾝｸﾘ-ﾄ足場 期間1箇月 建㎡ 61.6

養生 RC造（躯体・仕上） 延㎡ 61.6

整理清掃 RC造 延㎡ 61.6

竣工時清掃 RC造 延㎡ 61.6

小計

工 種 名　　　　称 形 状 寸 法 単位 摘  　　要



令和７年度　上原水源地非常用発電機室建設工事

1. 自家発棟

第　2　号　　土工事                     内         訳         書
代価

数 量 単 価 金  額 数 量 単 価 金  額 番号

根切り 機械　壺布併用掘 m3 112

床付 m2 47.7

埋戻し 根切土流用 m3 62.9

不用土運搬 運搬距離1.8km m3 49.4

不用土処分 構外搬出適切処理 m3 49.4

砕石地業 土間下 m3 5.4

砕石地業 基礎下 m3 3.1

平板載荷試験 か所 1

土工機械運搬費 往復 1

小計

工 種 名　　　　称 形 状 寸 法 単位 摘  　　要



令和７年度　上原水源地非常用発電機室建設工事

1. 自家発棟

第　3　号　　ｺﾝｸﾘｰﾄ工事                     内         訳         書
代価

数 量 単 価 金  額 数 量 単 価 金  額 番号

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ FC-18N/mm2 ｽﾗﾝﾌﾟ15 m3 2.5

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ FC-24N/mm2 ｽﾗﾝﾌﾟ15 m3 0.6

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ FC-24N/mm2 ｽﾗﾝﾌﾟ15 m3 38.7

機械基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ FC-24N/mm2 ｽﾗﾝﾌﾟ15 m3 4.1

上部ｺﾝｸﾘｰﾄ FC-24N/mm2 ｽﾗﾝﾌﾟ18 m3 57.2

構造体強度(温度)補正 6N/mm2 m3 101

捨てｺﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 手作業 m3 2.5

ﾍﾞｰｽｺﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 ﾎﾟﾝﾌﾟ打設 m3 9.2

耐圧版ｺﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 手作業 m3 0.2

土間ｽﾗﾌﾞ･構造土間ｽﾗﾌﾞｺﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 ﾎﾟﾝﾌﾟ打設 m3 13.1

その他基礎部ｺﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 ﾎﾟﾝﾌﾟ打設 m3 16.9

機械基礎ｺﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 手作業 m3 4.1

1階ｺﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間 ﾎﾟﾝﾌﾟ打設 m3 57.2

工 種 名　　　　称 形 状 寸 法 単位 摘  　　要



令和７年度　上原水源地非常用発電機室建設工事

1. 自家発棟

第　3　号　　ｺﾝｸﾘｰﾄ工事                     内         訳         書
代価

数 量 単 価 金  額 数 量 単 価 金  額 番号

ﾍﾞｰｽｺﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送費 30m3未満 基本料金共 回 1

土間ｽﾗﾌﾞ･構造土間ｽﾗﾌﾞｺﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送費 30m3未満 基本料金共 回 1

その他基礎部ｺﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送費 30m3未満 基本料金共 回 1

1階ｺﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ圧送費 50m3以上100m3未満 m3 57.2

1階ｺﾝ

ｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ基本料 50m3以上100m3未満 回 1

小計

工 種 名　　　　称 形 状 寸 法 単位 摘  　　要



令和７年度　上原水源地非常用発電機室建設工事

1. 自家発棟

第　4　号　　型枠工事                     内         訳         書
代価

数 量 単 価 金  額 数 量 単 価 金  額 番号

普通型枠 基礎部 m2 133

普通型枠 上部 m2 5.4

打放し型枠 B種 上部 m2 310

打放し型枠 C種 上部 m2 111

型枠運搬費 m2 559

ﾎﾞｲﾄﾞ型枠 ﾏﾝﾎｰﾙ 600Φ L=200 か所 1

壁

開口箱抜き Φ75 t180 紙ｽﾘｰﾌﾞ か所 1

壁

開口箱抜き Φ350 t180 紙ｽﾘｰﾌﾞ か所 1

壁

開口箱抜き W300xH250 t180 か所 2

壁

開口箱抜き W310xH310 t180 か所 2

打継目地棒 ｍ 29.6

名　　　　称 形 状 寸 法 単位 摘  　　要工 種



令和７年度　上原水源地非常用発電機室建設工事

1. 自家発棟

第　4　号　　型枠工事                     内         訳         書
代価

数 量 数 量 単 価 金  額 番号

化粧目地棒 軒先 ｍ 41.7

化粧目地棒 壁 ｍ 99.8

小計

工 種 名　　　　称 形 状 寸 法 単位 摘  　　要



令和７年度　上原水源地非常用発電機室建設工事

1. 自家発棟

第　5　号　　鉄筋工事                     内         訳         書
代価

数 量 単 価 金  額 数 量 単 価 金  額 番号

異形鉄筋 SD295    D10 ｔ 2.1

異形鉄筋 SD295    D13 ｔ 7.4

異形鉄筋 SD295    D16 ｔ 0.4

異形鉄筋 SD345    D19 ｔ 2.7

ｽｸﾗｯﾌﾟ控除 (12.61-12.13)x70% ｔ -0.3

鉄筋加工組立費 ｔ 12.1

鉄筋運搬費 ｔ 12.1

ｶﾞｽ圧接 SD345    D19-D19 か所 135

屋根床版出隅部

溶接金網 φ6-100×100 材工共 m2 9

小計

工 種 名　　　　称 形 状 寸 法 単位 摘  　　要



令和７年度　上原水源地非常用発電機室建設工事

1. 自家発棟

第　6　号　　防水工事                     内         訳         書
代価

数 量 単 価 金  額 数 量 単 価 金  額 番号

( 外  部 )

ﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄ止水材 12x28 ｍ 29.6

壁

打継目地ｼｰﾘﾝｸﾞ PU-2 20x15 ｍ 29.6

外壁 縦

化粧目地ｼｰﾘﾝｸﾞ PU-2 20x15 ｍ 70.7

外壁 横

化粧目地ｼｰﾘﾝｸﾞ PU-2 20x15 ｍ 29.1

金建廻り

ｼｰﾘﾝｸﾞ MS-2 15x10 m 15.4

金建廻り

ｼｰﾘﾝｸﾞ MS-2 10x5 m 3.6

小計

工 種 名　　　　称 形 状 寸 法 単位 摘  　　要



令和７年度　上原水源地非常用発電機室建設工事

1. 自家発棟

第　7　号　　屋根工事                     内         訳         書
代価

数 量 単 価 金  額 数 量 単 価 金  額 番号

屋根

横葺き t0.4 ﾌｯ素樹脂塗装鋼板 m2 103

ﾙ-ﾌｲﾝｸﾞｼ-ﾄ ｺﾞﾑｱｽﾌｱﾙﾄ系 m2 103

硬質木片ｾﾒﾝﾄ板 t25  m2 103

金属ﾀﾙｷ t1.0  亜鉛ﾒｯｷ m2 103

棟包み t0.4  屋根共材 ｍ 12.8

軒先唐草 t1.5 ｱﾙﾐ押出材 ｍ 25.6

ｹﾗﾊﾞ唐草 屋根共材 ｍ 16.1

ｹﾗﾊﾞ水切り t0.4  屋根共材 ｍ 16.1

雪止めｱﾝｸﾞﾙ 1段 L-50x50x4 亜鉛ﾒｯｷ品 ｍ 25.6

運搬費 式 1

下請け諸経費 式 1

法定福利費 式 1

小計

工 種 名　　　　称 形 状 寸 法 単位 摘  　　要



令和７年度　上原水源地非常用発電機室建設工事

1. 自家発棟

第　8　号　　金属工事                     内         訳         書
代価

数 量 単 価 金  額 数 量 単 価 金  額 番号

( 内  部 )

φ27  300x250

足掛け金物 打込み ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ樹脂被膜 ヶ所 4

φ600

ﾊﾝﾄﾞﾎ-ﾙｶﾊﾞ- T2 簡易密閉型 鋳鉄製 ヶ所 1

小計

工 種 名　　　　称 形 状 寸 法 単位 摘  　　要



令和７年度　上原水源地非常用発電機室建設工事

1. 自家発棟

第　9　号　　左官工事                     内         訳         書
代価

数 量 単 価 金  額 数 量 単 価 金  額 番号

( 外  部 )

屋根

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 木片ｾﾒﾝﾄ下 m2 103

犬走り､ﾊﾝﾄﾞﾎ-ﾙ床

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 素地 m2 4

軒先

打放し面補修 B種 m2 7.1

軒天

打放し面補修 B種 吹付下 m2 33.9

壁

打放し面補修 B種 吹付下 m2 139

基礎

打放し面補修 B種 m2 11.9

金建廻り

充填ﾓﾙﾀﾙ 防水剤入 m 15.4

( 内  部 )

床

ｺﾝｸﾘｰﾄ均し ｺﾝ面 m2 58.6

床 (ﾊﾝﾄﾞﾎ-ﾙ)

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し ｺﾝ面 m2 0.8

巾木､

打放し面補修 H=300 ｍ 30.1

壁(ﾊﾝﾄﾞﾎ-ﾙ)

打放し面補修 B種 m2 4.3

ｽﾗﾌﾞ(ﾊﾝﾄﾞﾎ-ﾙ)

打放し面補修 C種 m2 1.1

小計

工 種 名　　　　称 形 状 寸 法 単位 摘  　　要



令和７年度　上原水源地非常用発電機室建設工事

1. 自家発棟

第　10　号　　金属製建具工事                     内         訳         書
代価

数 量 単 価 金  額 数 量 単 価 金  額 番号

 ＜ｽﾃﾝﾚｽ製建具＞

GB-1 W690xH1000

ｽﾃﾝﾚｽ枠ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ窓 水切り  防火仕様 ヶ所 1

運搬費 式 1

取付調整費 下請け経費、法定福利費共 式 1

 ＜鋼製建具＞

SD-1 W3､000xH3､000  防火仕様

大型両開きﾌﾗｯｼｭ戸 水切り､沓摺､標準金物一式 ヶ所 1

運搬費 式 1

取付調整費 下請け経費、法定福利費共 式 1

 ＜ｶﾞﾗｽ＞

ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ 145x145x95 目地ｼ-ﾙ共 個 24

運搬費 下請け経費、法定福利費共 式 1

ｸﾘ-ﾆﾝｸﾞ 片面 m2 0.7

小計

工 種 名　　　　称 形 状 寸 法 単位



令和７年度　上原水源地非常用発電機室建設工事

1. 自家発棟

第　11　号　　塗装･吹付工事                     内         訳         書
代価

数 量 単 価 金  額 数 量 単 価 金  額 番号

( 外  部 )

軒天

複層塗材 RE 打放し面 m2 33.9

外壁､軒先

複層塗材 RE 打放し面 m2 146

建具

耐候性塗料塗ﾘ DP１級 m2 22.5

小計

工 種 名　　　　称 形 状 寸 法 単位 摘  　　要



令和７年度　上原水源地非常用発電機室建設工事

1. 自家発棟

第　12　号　　内外装工事                     内         訳         書
代価

数 量 単 価 金  額 数 量 単 価 金  額 番号

( 内  部 )

天井､梁

ｸﾞﾗｽｳ-ﾙ吸音材 t25 ｶﾞﾗｽｸﾛｽ張り m2 75.6

壁､梁

ｸﾞﾗｽｳ-ﾙ吸音材 t25 ｶﾞﾗｽｸﾛｽ張り m2 138

巾木取り合い

見切端末処理 ｱﾙﾐ ｍ 29.3

表示板、取付共

消火器 ABC10型 個 2

小計

工 種 名　　　　称 形 状 寸 法 単位 摘  　　要



令和７年度　上原水源地非常用発電機室建設工事

1. 自家発棟

第　13　号　　外構工事                     内         訳         書
代価

数 量 単 価 金  額 数 量 単 価 金  額 番号

舗装版切断 アスファルト舗装版 ｍ 11.0

舗装版破砕 m2 7.4

殻運搬 DID無し　11.5km以下 m3 0.3

AS掘削廃材処分 松本市 t 0.7

地先境界ブロック撤去 再利用 ｍ 11.4

再利用設置

地先境界ブロック設置 RC-40、18-8-25 ｍ 11.4

粒度調整砕石M-25

上層路盤 150mm　1層施工 m2 7.4

40mm再生密粒度

表層 アスコン(13F) m2 7.4

小計

工 種 名　　　　称 形 状 寸 法 単位 摘  　　要



令和７年度　上原水源地非常用発電機室建設工事

1. 自家発棟

第　14　号　　配管切り回し工事                     内         訳         書
代価

数 量 単 価 金  額 数 量 単 価 金  額 番号

（資材費）

耐衝撃性

硬質ポリ塩化ビニル管 φ16mm 4ｍ/本 本 8.0

水道用

硬質ポリ塩化ビニル管継手 HI 45°エルボ 16mm 個 4.0

水道用

硬質ポリ塩化ビニル管継手 HI ソケット 16mm 個 6.0

水道用

硬質ポリ塩化ビニル管継手 HI 伸縮継手 16mm 個 2.0

（労務費）

硬質塩化ビニル管据付工 φ16mm ｍ 29.8

据付管切断

硬質塩化ビニル管切断工 φ16mm 口 7.0

硬質塩化ビニル管TS継手工 φ16mm 口 20.0

ねじ込み接合

小口径鋼管継手工 φ16mm 口 4.0

工 種 名　　　　称 形 状 寸 法 単位 摘  　　要



令和７年度　上原水源地非常用発電機室建設工事

1. 自家発棟

第　14　号　　配管切り回し工事                     内         訳         書
代価

数 量 単 価 金  額 数 量 単 価 金  額 番号

（土工費）

管路掘削工 m3 10.0

管路埋戻工 砂　クッション用 m3 4.0

管路埋戻工 発生土 m3 10.0

発生土運搬費 m3 3.0

発生土処分費 構外搬出適切処理 m3 3.0

小計

工 種 名　　　　称 形 状 寸 法 単位 摘  　　要



建築電気設備工事 設計書

１．　工　事　計　画　概　要

 

電灯分岐

コンセント分岐



令和７年度　上原水源地非常用発電機室建設工事

1. 自家発棟

設　　　計　　　書
代価

数 量 単 価 金  額 数 量 単 価 金  額 番号

電気設備工事

電灯設備 電灯分岐 式 1 別紙内訳書１-１

電灯設備 コンセント分岐 式 1 別紙内訳書１-２

計

工 種 名　　　　称 形 状 寸 法 単位 摘  　　要



令和７年度　上原水源地非常用発電機室建設工事

1. 自家発棟

第１-１号　　電灯設備 電灯分岐 内　　　訳　　　書
代価

数 量 単 価 金  額 数 量 単 価 金  額 番号

絶縁電線 EM-IE 1.6 (PF管内) ｍ 128

絶縁電線 EM-IE 2.0 (PF管内) ｍ 27

合成樹脂製可とう電線管 PF 16 (隠ぺい・埋込配管) ｍ 49

スイッチボックス (VE) 埋込2個用 カバー付 個 2

アウトレットボックス (VE) 中四角 浅型 カバー付 個 2

コンクリートボックス (VE) 中四角 深型 カバー付 個 6

埋込スイッチ 1P15A×1 + 1P4A×1 個 1

埋込防水スイッチ 1P15A×1 個 1

照明器具 A LSS9MP/RP-4-64 台 6

保護ガード ステンレス製 個 6

照明器具 B LBF3MP/RP-2-13 台 1

照明器具 イ SH1-FBF20C 台 1

電灯分電盤 L-1 鋼板製 露出壁掛型 面 1

工 種 名　　　　称 形 状 寸 法 単位 摘  　　要



令和７年度　上原水源地非常用発電機室建設工事

1. 自家発棟

第１-１号　　電灯設備 電灯分岐 内　　　訳　　　書
代価

数 量 単 価 金  額 数 量 単 価 金  額 番号

壁付換気扇 付属品共 か所 1

風圧式シャッター 付属品共 か所 1

計

工 種 名　　　　称 形 状 寸 法 単位 摘  　　要



令和７年度　上原水源地非常用発電機室建設工事

1. 自家発棟

第１-２号　　電灯設備 コンセント分岐 内　　　訳　　　書
代価

数 量 単 価 金  額 数 量 単 価 金  額 番号

絶縁電線 EM-IE 2.0 (PF管内) ｍ 56

合成樹脂製可とう電線管 PF 16 (隠ぺい・埋込配管) ｍ 19

アウトレットボックス (VE) 中四角 浅型 カバー付 個 2

埋込接地端子付

接地コンセント 2P15A (E付)×2 + ET 個 2

計

工 種 名　　　　称 形 状 寸 法 単位 摘  　　要



令 和 7 年 度

水道事業実務必携 2025 年 5 月

土木工事標準積算基準書 2025 年 　春

建設機械等損料表 2025 年 5 月

代　　　　　価　　　　　表

令和 7 年度

令和 6 年度

令和 6 年度

季刊 刊行物

月刊 刊行物

長野県単価

安 曇 野 市

(週休2日･月単位)



歩掛R7、機械損料R6、単価R7.5 版

一　　位　　代　　価　　総　　括　　表
p.2

金   額 摘      要 金   額 摘      要

1 鉄筋工（一般構造物） SD345 D13 ｔ 10t未満

2 機械掘削積込工（補助労力あり） BH0.28m3 m3 管路土工

3 機械埋戻工 BH0.28m3　ﾀﾝﾊﾟ 発生土 m3 管路土工

4 機械埋戻工 BH0.8m3　ﾀﾝﾊﾟ 砂 m3 管路土工

5 土砂運搬工 10t-10.6～14.0㎞以下 山積0.80m3 ｍ3 DID区間なし　管路土工

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

番号 名         称 形　 状　 寸　 法 単位



7024

市場単価

1 SD345 D13 1 ｔ 当り単価表 10t未満

　　　 　　名　　　　 　称 形     状     寸     法 数  量 単 位 単   価 金   額 摘    　　要

鉄筋工 一般構造物 1.150 ｔ 土木ｺｽﾄ情報P8, 土木施工単価P9(週休2日･月単位)

異形棒鋼 SD345  D13㎜ 1.030 t 建物P16　長野, 積資P20　長野

計 1 ｔ 当 り

鉄筋工（一般構造物）



5403

水道施設整備費に係る歩掛表p.163

2 BH0.28m3 1 m3 当り単価表 管路土工

　　　 　　名　　　　 　称 形     状     寸     法 数  量 単 位 単   価 金   額 摘    　　要

土木一般世話役 1.900 人 県単価 (週休2日･月単位)

普通作業員 　 5.000 人 県単価 (週休2日･月単位)

バックホウ運転費(掘削・埋戻工) 山積 0.28m3　排ｶﾞｽ2次 11.100 時 第1号二位代価表

諸雑費 1.000 式

計 100 m3 当 り

1 m3 当 り

機械掘削積込工（補助労力あり）



5412

水道施設整備費に係る歩掛表p.165

3 BH0.28m3　ﾀﾝﾊﾟ 発生土 1 m3 当り単価表 管路土工

　　　 　　名　　　　 　称 形     状     寸     法 数  量 単 位 単   価 金   額 摘    　　要

土木一般世話役 2.500 人 県単価 (週休2日･月単位)

普通作業員 　 6.800 人 県単価 (週休2日･月単位)

バックホウ運転費(掘削・埋戻工) 山積 0.28m3　排ｶﾞｽ2次 7.600 時 第1号二位代価表

ﾀﾝﾊﾟｰ運転工(埋戻工) 60～80㎏　 3.000 日 第2号二位代価表

諸雑費 1.000 式

計 100 m3 当 り

1 m3 当 り

機械埋戻工



5439

水道施設整備費に係る歩掛表p.165

4 BH0.8m3　ﾀﾝﾊﾟ 砂 1 m3 当り単価表 管路土工

　　　 　　名　　　　 　称 形     状     寸     法 数  量 単 位 単   価 金   額 摘    　　要

土木一般世話役 2.500 人 県単価 (週休2日･月単位)

普通作業員 　 6.800 人 県単価 (週休2日･月単位)

バックホウ運転費(掘削・埋戻工) 山積 0.80m3　排ｶﾞｽ2次 4.500 時 第3号二位代価表

ﾀﾝﾊﾟｰ運転工(埋戻工) 60～80㎏　 3.000 日 第2号二位代価表

洗滌砂 126.000 ｍ3 地区単価

諸雑費 1.000 式

計 100 m3 当 り

1 m3 当 り

機械埋戻工



6201

水道施設整備費に係る歩掛表p.177

5 10t-10.6～14.0㎞以下 山積0.80m3 1 ｍ3 当り単価表 DID区間なし　管路土工

　　　 　　名　　　　 　称 形     状     寸     法 数  量 単 位 単   価 金   額 摘    　　要

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運転工 ｵﾝﾛｰﾄﾞ・ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 10t車 3.800 日 第4号二位代価表

諸雑費 1.000 式

計 100 ｍ3 当 り

1 ｍ3 当 り

土砂運搬工



二　　位　　代　　価　　総　　括　　表
p.8

金   額 摘      要 金   額 摘      要

1 バックホウ運転費 BH0.28m3 排対第2次 時 管路土工　掘削積込工　埋戻工

2 タンパー運転工 60～80㎏ 日 管路土工　埋戻工

3 バックホウ運転費 BH0.8m3 排対第2次 時 管路土工　掘削積込工　埋戻工

4 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運転工 10t車 ｵﾝﾛｰﾄﾞ･ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 日 管路土工

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

番号 名         称 形　 状　 寸　 法 単位



134

水道施設整備費に係る歩掛表p.163,166

1 BH0.28m3 排対第2次 1 当り単価表 管路土工　掘削積込工　埋戻工

　　　 　　名　　　　 　称 形     状     寸     法 数  量 単 位 単   価 金   額 摘    　　要

特殊運転手 0.160 人 県単価 (週休2日･月単位)

軽油 5.900 ㍑ 県単価

ﾊﾞｯｸﾎｳ機械損料 ｸﾛｰﾗ型 山積0.28(0.2)m3 排ｶﾞｽ2次型 1.000 時 機損 P.02-10

諸雑費 1.000 式

計 1 当 り

バックホウ運転費



146.5

水道施設整備費に係る歩掛表p.166

2 60～80㎏ 1 日 当り単価表 管路土工　埋戻工

　　　 　　名　　　　 　称 形     状     寸     法 数  量 単 位 単   価 金   額 摘    　　要

特殊作業員 1.000 人 県単価 (週休2日･月単位)

ガソリン ｽﾀﾝﾄﾞ　ﾚｷﾞｭﾗｰ 5.000 ㍑ 県単価

ﾀﾝﾊﾟ(ﾗﾝﾏ)賃料 60～80㎏ 1.380 供用日 建物P805　関東, 積資P282　関東(賃貸期間1ヶ月以上 35%割引)

諸雑費 1.000 式

計 1 日 当 り

タンパー運転工



136

水道施設整備費に係る歩掛表p.163,166

3 BH0.8m3 排対第2次 1 時 当り単価表 管路土工　掘削積込工　埋戻工

　　　 　　名　　　　 　称 形     状     寸     法 数  量 単 位 単   価 金   額 摘    　　要

特殊運転手 0.160 人 県単価 (週休2日･月単位)

軽油 15.000 ㍑ 県単価

ﾊﾞｯｸﾎｳ機械損料 ｸﾛｰﾗ型  山積0.8(0.6)m3  排ｶﾞｽ2次型 1.000 時 機損 P.02-12

諸雑費 1.000 式

計 1 時 当 り

バックホウ運転費



152

水道施設整備費に係る歩掛表p.178

4 10t車 ｵﾝﾛｰﾄﾞ･ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 1 日 当り単価表 管路土工

　　　 　　名　　　　 　称 形     状     寸     法 数  量 単 位 単   価 金   額 摘    　　要

一般運転手 1.000 人 県単価 (週休2日･月単位)

軽油 58.000 ㍑ 県単価

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ機械損料 ｵﾝﾛｰﾄﾞ・ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ 10t車 1.290 供用日 機損 P.03-2

ﾀｲﾔ損耗費及び補修費 10t　良好 1.290 供用日 機損 P.(35)

諸雑費 1.000 式

計 1 日 当 り

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運転工
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№ 名　　　　　称 形状寸法 単位 数量

直接仮設工事

水盛やりかた RC造 建㎡ 61.56

墨出し RC造（躯体・仕上） 延㎡ 61.56

現寸型板 RC造 延㎡ 61.56

高さ12m未満　建地幅600mm

外部枠組本足場（手すり先行式） 期間3箇月 架㎡ 200.76

枠組本足場用

最上部安全手摺 期間3箇月 架ｍ 41.44

養生ｼｰﾄ張

垂直養生 期間3箇月 架㎡ 200.76

階高4.0~5.7m

内部枠組仕上げ足場 期間1箇月 床㎡ 61.56

ｺﾝｸﾘ-ﾄ足場 期間1箇月 建㎡ 61.56

養生 RC造（躯体・仕上） 延㎡ 61.56

整理清掃 RC造 延㎡ 61.56

竣工時清掃 RC造 延㎡ 61.56

計

内訳書（仕上） p.1



№ 名　　　　　称 形状寸法 単位 数量

躯体関連

軒先

ｽﾗﾌﾞ､壁､立上り 0.09 ｽﾗﾌﾞ

ﾌｶｼｺﾝｸﾘｰﾄ FC-24N/mm2 ｽﾗﾝﾌﾟ18 m3 4.88 0.06 0.68 2.78 0.24 1.03 4.88

外部 4.35

打放型枠 B種 m2 157.92 2.73 138.98 11.86 157.92

内部 HD 巾木

打放型枠 B種 m2 151.75 138.39 4.32 9.04 151.75

軒天

打放型枠 C種 m2 33.93

ｽﾗﾌﾞ

打放型枠 C種 m2 76.61 75.56 1.05 76.61

開口箱抜き 躯体より

打継目地棒 ｍ 29.58

化粧目地棒 軒先 ｍ 41.68

化粧目地棒 壁 ｍ 99.81 70.73 29.08 99.81

計

内訳書（仕上） p.2



№ 名　　　　　称 形状寸法 単位 数量

防水工事

( 外  部 )

ﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄ止水材 12x28 ｍ 29.58

壁

打継目地ｼｰﾘﾝｸﾞ PU-2 20x15 ｍ 29.58

外壁 縦

化粧目地ｼｰﾘﾝｸﾞ PU-2 20x15 ｍ 70.73

外壁 横

化粧目地ｼｰﾘﾝｸﾞ PU-2 20x15 ｍ 29.08

金建廻り

ｼｰﾘﾝｸﾞ MS-2 15x10 m 15.38

金建廻り

ｼｰﾘﾝｸﾞ MS-2 10x5 m 3.60

計

内訳書（仕上） p.3



№ 名　　　　　称 形状寸法 単位 数量

屋根工事

屋根

横葺き t0.4 ﾌｯ素樹脂塗装鋼板 m2 102.91

ﾙ-ﾌｲﾝｸﾞｼ-ﾄ ｺﾞﾑｱｽﾌｱﾙﾄ系 m2 102.91

硬質木片ｾﾒﾝﾄ板 t25  m2 102.91

金属タルキ t1.0  亜鉛メッキ m2 102.91

棟包み t0.4  屋根共材 ｍ 12.80

軒先唐草 t1.5 ｱﾙﾐ押出材 ｍ 25.60

ｹﾗﾊﾞ唐草 屋根共材 ｍ 16.08

ｹﾗﾊﾞ水切り t0.4  屋根共材 ｍ 16.08

雪止めｱﾝｸﾞﾙ 1段 L-50x50x4 亜鉛ﾒｯｷ品 ｍ 25.60

荷揚げ運搬 式 1.00

計

内訳書（仕上） p.4



№ 名　　　　　称 形状寸法 単位 数量

金属工事

( 内  部 )

φ27  300x250

足掛け金物 打込み ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ樹脂被膜 ヶ所 4.00

φ600

ﾊﾝﾄﾞﾎ-ﾙｶﾊﾞ- T2 簡易密閉型 鋳鉄製 ヶ所 1.00

計

内訳書（仕上） p.5



№ 名　　　　　称 形状寸法 単位 数量

左官工事

( 外  部 )

屋根

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 木片ｾﾒﾝﾄ下 m2 102.91

犬走り､ﾊﾝﾄﾞﾎ-ﾙ床

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し 素地 m2 4.04 2.89 1.15 4.04

軒先

打放し面補修 B種 m2 7.08 4.35 2.73 7.08

軒天

打放し面補修 B種 吹付下 m2 33.93

壁

打放し面補修 B種 吹付下 m2 138.98

基礎

打放し面補修 B種 m2 11.86

金建廻り

充填ﾓﾙﾀﾙ 防水剤入 m 15.38

( 内  部 )

床

ｺﾝｸﾘｰﾄ均し ｺﾝ面 m2 58.62

床 (ﾊﾝﾄﾞﾎ-ﾙ)

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し ｺﾝ面 m2 0.81

巾木､

打放し面補修 H=300 ｍ 30.12

壁(ﾊﾝﾄﾞﾎ-ﾙ)

打放し面補修 B種 m2 4.32

ｽﾗﾌﾞ(ﾊﾝﾄﾞﾎ-ﾙ)

打放し面補修 C種 m2 1.05

計

内訳書（仕上） p.6



№ 名　　　　　称 形状寸法 単位 数量

鋼製建具

 ＜ｽﾃﾝﾚｽ製建具＞

GB-1 W690xH1000

ｽﾃﾝﾚｽ枠ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ窓 水切り  防火仕様 ヶ所 1.00

取付調整費 下請け諸経費･法定福利費共 式 1.00

運搬費 式 1.00

 ＜鋼製建具＞

SD-1 W3､000xH3､000  防火仕様

大型両開きﾌﾗｯｼｭ戸 水切り､沓摺､標準金物一式 ヶ所 1.00

取付調整費 下請け諸経費･法定福利費共 式 1.00

運搬費 式 1.00

 ＜ｶﾞﾗｽ＞

ｶﾞﾗｽﾌﾞﾛｯｸ 145x145x95 目地ｼ-ﾙ共 個 24.00

ｸﾘ-ﾆﾝｸﾞ 片面 m2 0.69

計

内訳書（仕上） p.7



№ 名　　　　　称 形状寸法 単位 数量

塗装工事

( 外  部 )

軒天

複層塗材 RE 打放し面 m2 33.93

外壁､軒先

複層塗材 RE 打放し面 m2 146.06 4.35 2.73 138.98 146.06

建具

耐候性塗料塗ﾘ DP１級 m2 22.50

計

内訳書（仕上） p.8



№ 名　　　　　称 形状寸法 単位 数量

内外装工事

( 内  部 )

天井､梁

ｸﾞﾗｽｳ-ﾙ吸音材 t25 ｶﾞﾗｽｸﾛｽ張り m2 75.56

壁､梁

ｸﾞﾗｽｳ-ﾙ吸音材 t25 ｶﾞﾗｽｸﾛｽ張り m2 138.39

巾木取り合い

見切端末処理 ｍ 29.28

計

内訳書（仕上） p.9



部 位                       階 Lx x Ｌy = (A) (B) 天井高

10.62 x 5.52 = 58.62 = 32.28 4.74

ヶ所 数量 ヶ所 数量 ヶ所 数量 ヶ所 数量 ヶ所 数量

A 58.62 A 58.62 B 32.28 C 153.01

ｺﾝ直均
し A 58.62

天井､
梁型 巾木 H300 壁､梁型 HD

GWt25 2.88 10.62 2 61.17
打放補
修 B 32.28 B種 C 153.01 補修 1.20 0.90 4.00 4.32

C種 0.49 2.73 4 5.35 B種 -3.00 1 -3.00 GBｔ25 -0.30 B 1 -9.68 B種

0.44 10.27 2 9.04 0.42 2 0.84 -2.70 3.00 1 -8.10

75.56  30.12 -1.00 0.69 1.0 -0.69

HD床直 4.44 0.42 4.0 7.46 足掛金物打込み

0.90 0.90 1 0.81 HD天井 -1.00 1.80 2 -3.60 300ｘ250 4.00

補修 0.90 0.90 1 0.81 138.39 Ｐｈｉ7

C種 -3.14 0.09 1 -0.28

0.53

1.05

GB下端 B 32.28

-3.00 1 -3.00

29.28

床  (m2) 天井 (梁)  (m2) 巾木･廻縁  (m)

仕上名  及  計算 仕上名  及  計算 仕上名  及  計算仕上名  及  計算

(C)
(B)x 天井高

2(Lx + Ly)

雑

153.01

壁  (腰･柱･梁)   (m2)

仕上名  及  計算

発電機室

P. 1



 積 算  

名称 摘要 備考

屋根 ﾌｯｿ････ t0.4

ｺﾞﾑｱｽ

硬質木片 t25 4.02 12.80 2.00 102.91 0.010 1.03

ｺﾝ直均し

増し打ち t10

金属タルキ t1.0　@490

雪止めｱﾝｸﾞﾙ 12.80 1.00 2.00 25.60

軒先唐草

複層塗材 H170  

打放

補修 12.80 1.00 2.00 25.60 0.17x0.02 0.09

ﾌｶｼ t20

ｹﾗﾊﾞ唐草

複層塗材

打放 H170 4.02 2.00 2.00 16.08 0.17x0.02 0.06

補修

ﾌｶｼ t20

外部拾い

計      算      式

Ｐ.1



 積 算  

名称 摘要 備考

棟包み

12.80 12.80

軒天

複層塗材 0.89 12.80 2.00 22.78

補修 0.89 3.13 4.00 11.14

打ち放し 33.93 0.020 0.68

ﾌｶｼ t20

外壁

複層塗材 RE 4.33 11.02 2.00 95.43

補修 4.33 5.92 2.00 51.27

打ち放し 0.88 5.92 0.50 2.00 5.21

ﾌｶｼ t20 (3.00) 3.00 1.00 (9.00)

(1.00) 0.69 1.00 (0.69)

(0.90) 1.80 2.00 (3.24)

138.98 0.020 2.78

計      算      式

Ｐ.2



 積 算  

名称 摘要 備考

基礎

補修 0.35 11.02 2.00 7.71

打ち放し 0.35 5.92 2.00 4.14

ﾌｶｼ t20 11.86 0.020 0.24

誘発化粧目地 縦 4.33 1.00 15.00 64.95

ｼ-ﾙ PU-2 20x10 0.88 2.00 8.00 14.08

ﾎﾞﾝﾄﾞﾌﾞﾚ-ｶ- (3.00) 2.00 1.00 (6.00)

(0.90) 1.00 1.00 (0.90)

(1.00) 2.00 1.00 (2.00)

0.15 2.00 2.00 0.60

70.73

誘発化粧目地 横 11.02 1.00 2.00 22.04

ｼ-ﾙ PU12 20x10 5.92 1.00 2.00 11.84

(3.00) 1.00 1.00 (3.00)

(1.80) 1.00 1.00 (1.80)

29.08

計      算      式

Ｐ.3



 積 算  

名称 摘要 備考

打継目地

ｼ-ﾙ PU-2  20x10 11.02 1.00 2.00 22.04

ﾍﾞﾝﾄ止水板 5.92 1.00 2.00 11.84

12x28 (3.00) 1.00 1.00 (3.00)

(1.30) 1.00 1.00 (1.30)

29.58

軒先水切り目地

端末目地 12.80 1.00 2.00 25.60

4.02 2.00 2.00 16.08

41.68

犬走ｺﾝこて

0.85 3.40 1.00 2.89

ﾊﾝﾄﾞﾎ-ﾙｶﾊﾞ- 1.00 1.00

天端ｺﾝ直均し

1.10 1.30 1.00 1.43

(3.14) 0.09 1.00 (0.28)

1.15

計      算      式

Ｐ.4



 積 算  

名称 摘要 備考

外部枠組足場

W600 4.74 12.80 2.00 121.34

養生 4.74 7.92 2.00 75.08

0.88 4.92 1.00 4.33

200.76

手すり 12.80 1.00 2.00 25.60

7.92 1.00 2.00 15.84

41.44

脚立足場

内部 61.56

計      算      式

Ｐ.5



躯  体     建 具 積 算  

種別 計算 GB
ｶﾞﾗｽｼ－

ﾘﾝｸﾞ ﾄﾛﾂﾒ ｼ－ﾘﾝｸﾞ

Ｗ Ｈ 面積 ヶ所 周長計 種別 係数 DP 外部 15x10 10x5

22.50 0.69 0.00 15.38 15.38 3.60 0.00 0.00

GB-1 0.69 1.00 0.69 1 3.38 0.69 3.38 3.38 0.60

SD1 3.00 3.00 9.00 1 12.00 DP 2.50 22.50 12.00 12.00 3.00

建具廻り  (m)

基準寸法 (数量) 塗装  (m2)

部位
別

ガラス    他

Ｐ.1



数　　　量　　　計　　　算　　　書

配水管 φ16

名 称 規 格 単 位

資　　　材 ① 切管

ＨＩＶＰ 直管 φ16×4.0m 6 2 本 8

HIVP TS エルボ φ16×45° 4 本 4

HIVP TS ソケット φ16 6 個 6

伸縮継手 φ16 2 個 2

計　　　　　　　算　　　　　　　式 数　　量



(HIVP)
計 残管 切断 溝切り

（ｍ）（ｍ）（口） （口）

① 0.50 2.62 0.57 3.69 0.31 3

0.50 1.62 0.50 2.12 1.88 2

2.62

0.57

1.62

0.50

5.81
総乙切管延長 計

5.81 2.19 5

φ16㎜切管集計表

切　　管
組　合　せ　表

乙切

　
切
　
　
　
管

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

33

34

5.81

27

28

29

30

31

32



数　　　量　　　計　　　算　　　書                               

配水管 φ16

名 称 規 格 単 位

労務　 ①

HIVP布設工 φ16 29.81 m 29.81

塩ビ管切断工 φ16 5 +  2 口 7

エルボ ソケット

TS継手工 φ16 4 ×  2 +  6× 2 口 20

ネジ込み継手工 φ16 2 ×  2 口 4

計　　　　　　　算　　　　　　　式 数　　量



管種・口径 延長
(mm) W H (ｍ)

DP=0.60
場内 16 0.60 0.71 29.81

種  別 備               考

土  工  延  長  集  計  表



舗装版切断工 As t≦15cm ｍ

濁水処理工 ｍ3

舗装版取壊掘削積込工 As 10cm<t≦15cm ｍ2

機械掘削積込工 12.70 12.70 10.0 ｍ3

機械埋戻工 (ｸｯｼｮﾝ用砂) 3.57 3.57 4.0 ｍ3

機械埋戻工 (良質発生土) 9.12 9.12 10.0 ｍ3

下層路盤工 t=34㎝ ｍ2

上層路盤工 t=35㎝ ｍ2

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工 (機械･歩道･再密As･t=3cm) ｍ2

残土処分工 (土砂) 2.57 2.57 3.0 ｍ3

残土処分工 (Ａｓ) ｍ3

濁水運搬工 台

計 数  量

φ16 土工集計表

形  状 ・ 寸  法 場内

土    工    集    計    表

名      称



土工計算書

場内 DP=0.60

管径 φ
管外径 φ

土工延長 ｍ
掘削幅 ｍ
土被り ｍ
基礎厚 ｍ
管上厚 ｍ

ｍ

ｍ3

ｍ2

× × ｍ3

( × － × × ) × ｍ3

( × ) × ｍ3

ｍ2

ｍ2

ｍ2

- / ｍ3

ｍ3

土　　　　　　　工　　　　　　　図

( 掘 削 )
0.60

16
22

29.81
0.60
0.71

機械掘削

( 復 旧 )
0.60

発生土

再生砂
φ16

名　　　称 計　　　　　　　算　　　　　　　式 数　　量

0
.
6
0

舗 装 版 切 断 工
(As t≦10cm)

濁 水 処 理 工

舗装版取壊掘削積込工

(As t≦10cm)

機械掘削積込工 0.60 0.71 29.81 12.70
機 械 埋 戻 工

(再生砂) 0.60 0.20 π/4 0.02 0.02 29.81 3.57
機 械 埋 戻 工

(良質発生土) 0.60 0.51 29.81
路 盤 工

t=20㎝
上 層 路 盤 工

t=17㎝
ｱ ｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ 舗 装 工
(機械･歩道･再密As･t=3cm)

残 土 処 分 工
(土砂) 12.70 9.12 2.57

残 土 処 分 工
(Ａｓ)

0
.
2
0

0
.
7
1

0
.
7
1

9.12

0
.
5
1

0.90



1 電灯設備　電灯分岐

2 電灯設備　コンセント分岐

令和７年度 上原水源地非常用発電機室建設土木工事

電気設備 数量調書



  数量算出表

　　材 　  料

種         類 平面 立上 平面 立上 平面 立上 平面 立上 平面 立上 平面 立上 平面 立上 平面 立上 平面 立上

L-1

ポリエチレン絶縁電線  EM-IE 1.6×2 (PF管内) 1.4 1.4 2.0 3.0

　〃  EM-IE 1.6×3 (PF管内) 3.1 0.9 2.4 1.1 0.9 4.0 1.1 0.9 5.5 3.2 23.1 3.0 69.0

　〃 　　〃 2.5 2.2 2.0 6.7 3.0 20.0

　〃  EM-IE 1.6×4 (PF管内) 3.2 3.2 2.5 8.9 4.0 36.0

　〃  EM-IE 2.0×3 (PF管内) 2.2 0.9 5.9 9.0 3.0 27.0

合成樹脂製可とう電線管  PF 16 (隠ぺい・埋込配管) 7.1 5.3 7.2 2.0 10.8 1.1 0.9 4.0 1.1 0.9 5.5 3.2 49.1 1.0 49.0

スイッチボックス  (VE) 埋込 2個用　カバー付 1.0 1.0 2.0 1.0 2.0
アウトレットボックス  (VE) 中四角浅型　カバー付 1.0 1.0 2.0 1.0 2.0
コンクリートボックス  (VE) 中四角深型　カバー付 6.0 6.0 1.0 6.0

埋込スイッチ  1P15A×1 + 1P4A×1 1.0 1.0 1.0 1.0
埋込防水スイッチ  1P15A×1 1.0 1.0 1.0 1.0

照明器具 A  LSS9MP/RP-4-64 6.0 6.0 1.0 6.0
保護ガード  ステンレス製 6.0 6.0 1.0 6.0
照明器具 B  LBF3MP/RP-2-13 1.0 1.0 1.0 1.0

電灯分電盤  L-1  鋼板製 露出壁掛型 1.0 1.0 1.0 1.0

壁付換気扇 1.0 1.0 1.0 1.0
風圧式シャッター給気口 1.0 1.0 1.0 1.0

　1.電灯分岐

1
計

名   　　　  称
小計 係数



  数量算出表

　　材 　  料

種         類 平面 立上 平面 立上 平面 立上 平面 立上

L-1

ポリエチレン絶縁電線  EM-IE 2.0×3 (PF管内) 1.0 0.7 5.2 2.6 0.7 5.8 2.6 18.6 3.0 56.0

合成樹脂製可とう電線管  PF 16 (隠ぺい・埋込配管) 1.0 0.7 5.2 2.6 0.7 5.8 2.6 18.6 1.0 19.0

アウトレットボックス  (VE) 中四角浅型　カバー付 1.0 1.0 2.0 1.0 2.0

埋込接地端子付接地ｺﾝｾﾝﾄ  2P15A (E付)×2＋ET×1 1.0 1.0 2.0 1.0 2.0

　1.コンセント分岐

2 3
計

名   　　　  称
小計 係数





※ 作成する　提出部数２部

(1.1.5)

工事設計図

Ⅰ　　工事概要
１．工事場所

２．工事種目

１

仕 様 書

2　 仮 設 工 事

3 　土  工  事

　ただし、他の工事種目はすべて今回工事範囲とする。

7 　鉄 骨 工 事

6 　コンクリート工事

5 　鉄 筋 工 事

4 　地 業 工 事

３．工事範囲

※「２．工事種目」すべてを工事範囲とする。

・「２．工事種目」のうち　　　　　　　　　　の工事範囲は下記表のとおりとする。

9 　防 水 工 事

11  タ イ ル 工 事

15　左 官 工 事

14　金 属 工 事

13　屋根及びとい工事

10  石 工 事

12  木 工 事

18　塗 装 工 事

16　建 具 工 事

17　カーテンウォール 工 事

19　内 装 工 事

20　ユニット及びその他の 工 事

8 　ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛkｯｸ,ALCﾊﾟﾈﾙ,

 　 押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事

１．共通仕様

Ⅱ　　建築工事仕様

　　　の特定調達品目を示す。なお、特定調達品目か否かの判断基準は監督職員との協議による。

Ｇ

（４）特記事項に記載の（     ）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（５） 　 印は「国等による環境物品等の調達等の推進に関する法律」（以下「グリーン購入法」という。）□

　　　・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。○

　　　・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

（２）特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。○

２．特記仕様

○

○

（１）項目は、番号に　 印の付いたものを適用する。○

3

2   1

足場方式により行うこと。

  2 監督職員事務所

  5 交通誘導員

  4 工事用電力

  3 工事用水

※配置する　(　　　　　)・配置しない

構内既存の施設　　※利用できない　　・利用できる（※ 有償　・ 無償）

構内既存の施設　　※利用できない　　・利用できる（※ 有償　・ 無償）

(2.2.4)

(2.3.1)

よる足場の組立て等に関する基準」における２の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用

足場等 足場を設ける場合、「標仕」2.2.4（2）によるほか、設置においては、「手すり先行工法に

・設ける　　(　　　　　)㎡程度　※設けない

設ける備品（机,椅子,書棚,行事予定表,長靴,雨合羽,懐中電灯,安全帯,更衣ロッカー,時計,

　　　事務用品,ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ,冷暖房,冷蔵庫,電話,インターネット回線,プリンター,コピー機）

工事写真

・着工前状況及び完成後の工事写真について電子データで１部提出すること。

・｢営繕工事電子納品要領（平成30年2月改訂版）｣による

・有り　　　・なし工事数量総括表

※ 図示　　　・ 設計ＧＬ= 現状ＧＬ設計ＧＬ

設備工事との取合い 設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

完成写真

原板の大きさ（mm）

※ 100×125 以上

※ 428 万画素以上

※ 350 dpi以上

・

(1.7.2)

下記のものを監督職員に提出する。ただし、原板は撮影業者の保管とする。 

※作成する　　　　・作成しない

電子データは、RGB 各 8 ビット（フルカラー）、JPEG 形式最高画質としCD-Rにて提出する。

撮影業者は監督職員の承諾する撮影業者（建築完成写真撮影の実績のある業者）とする｡

※ 1

※ 2

※ 1

提出部数分類・規格 撮影箇所数

・カラー半切木製パネル

※電子データ

   324×400 (mm)

 （ﾌﾙｻｲｽﾞ＋ｻﾑﾈｲﾙ）

※カラー
外部（　　）内部（　　）

外部（　　）内部（　　）

外部（　　）内部（　　）

※ 2L判

・ ｷｬﾋﾞﾈ判

技術検査 中間技術検査 (1.6.2)・ 行わない

※ 行う（※建築基準法第7条の3に規定する特定工程終了時　・ 躯体完了時）

完成図等 (1.7.1～3)(表 1.7.1)

※ 作成する　

完成図

建築主体原図 CADデータ

見開きＡ1製本

見開きＡ3製本

１

１

３

作成方法様式等 部数

総合版製本

備考

※　電気設備工事、機械設備工事、杭地業工事等が別途発注されている場合は総合版で提出

　　すること。

　　工事監理者名、施工者名、工期しゅん工日を印刷する。

※　標仕 1.7.2(b)(3)による、CADデータの提出は、CDにjww形式（SXF対応拡張線色・線種)

　　で保存したものを１部提出する。

保全に関する資料

※　製本については、白焼きとし、背表紙に年度と工事名、表紙に年度、工事名、設計者名、

なお、「建築物等の利用に関する説明書」は、建築物等の利用に関する説明書作成の手引き

（国土交通省大臣官房官庁営繕部計画課保全指導室）を参考に、保全に関する事項について

作成すること。

※適用する　　　　・適用しない(国庫補助事業による工事）電子納品に関する

事項（試行）

電子納品は「工事書類の電子納品に関する運用の手引き」に基づくものとする（図面関係、

写真関係のみ）。なお、電子納品における書類の作成費用等は工事費の諸経費（共通仮設費

の率分）に含まれ、検査に要する費用においても受注者の負担とする。

労働省が定める室内濃度に関する指針値」によるＶＯＣ測定（対象物：ホルムアルデヒト、トル

（強制換気等による対象物質の放散法、ＶＯＣ等の吸収、分解法他、工期の延期及び再検査等）

測定対象室      ※図示          測定箇所数       ※図示

設計書の仕様のみならず、ＶＯＣ等濃度を下げる施工方法を提案し、かつ、しゅん工前に「厚生

測定はアクティブ方式にて行う。

化学物質の濃度測定

測定結果について、測定時の室温を記載した報告書を監督職員に提出すること。

を講ずるものとする。

着工前の測定    ※ 行わない　　・行う

エン、キシレン、パラジクロロベンゼン、エチルベンゼン、スチレン）を行い、指針値以下であ

ることを確認する。また、測定により指針値を超えた場合、監督職員との協議により必要な措置

(1.5.9)

塗装工事 ・建築塗装作業

カーテンウォール工事
・金属製カーテンウォール工事作業    ・ビル用サッシ施工作業

・ガラス工事作業

排水工事

舗装工事

植栽工事

・建築配管作業

・造園工事作業

・溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事作業  ･加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ工事作業

内装工事
・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業　・カーペット系床仕上作業

・ボード仕上げ工事作業    ・壁装作業

金属工事

左官工事

・鋼製下地工事作業    ・内外装板金作業　

・ビル用サッシ施工作業   ・ガラス工事作業 ・自動ドア施工作業建具工事

・左官作業

屋根及びとい工事 ・内外装板金作業    ・スレート施工

見本施工の実施 ・実施する　　　・実施しない (1.5.5)

石工事

タイル工事

木工事

・石張り作業

・FRP防水工事作業

・ｱｸﾘﾙｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業　・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業

・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業　・ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水工事作業

・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業　・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業

・塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水工事作業　・ｾﾒﾝﾄ系防水工事作業防水工事

・建築大工

・タイル張り

・構造物鉄工作業    ・とび作業鉄骨工事

・ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業   ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・ALCﾊﾟﾈﾙ

押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事 ・ｴｰｴﾙｼｰﾊﾟﾈﾙ工事作業

埋戻し及び盛土の材料及び工法

　※ 標準標仕 表3.2.1による　　　・　

　　・ A 種　施工箇所（　　　　　　）

　　・ C 種　施工箇所（　　　　　　）　土質（　　　　）

　　　　　　 受渡場所（　　　　　　）

　　・ D 種　施工箇所（　　　　　　）

埋戻し及び盛土  1 (3.2.3)(表 3.2.1)

特記仕様書（構造関係）による4
地
業

工
事

8
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特記仕様書（構造関係）による

特記仕様書（構造関係）によるー

ト
工
事

コ
ン
ク
リ

5
特記仕様書（構造関係）による

鉄
筋

工
事

6

7
工
事

鉄
骨

補強コンクリート

ブロック造

  1 材料

圧縮強さによる区分

断面形状及び

（mm）

正味厚さ ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び寸法

高さ長さ
化粧の有無

箇所

適用
備考

・空洞ブロックC(16)

・型枠状ブロック

・100　・120

・150　・190

400 200  ・無　・有

 ・無　・有

・　  ・無　・有

モルタルの調合（容積費）

　ブロックの区分がA(08)、B(12)、C(16)の場合で、目地巾が100mm程度の場合

　　※ 標仕 表8.2.1による

　上記以外の場合　　・　

各部の配筋　　・ 図示による　　・　

目地仕上げ　　・ 押し目地仕上げ　　・ 化粧目地仕上げ

まぐさを受ける開口部両側のブロックにおいて、モルタル又はコンクリートで充填するブロック

の範囲

　・ 図示による　　　・　

(8.2.3)

(8.2.5)

(8.2.7)

(8.2.8)

(8.2.2)

材料

圧縮強さによる区分
断面形状及び

（mm）

正味厚さ
長さ

※ 空洞ブロック(C16)

・ 

・ 

・120　・150

高さ

 ・無　・有

 ・無　・有

 ・無　・有

ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び寸法

 ※ 表8.3.1

 ※ 塀

適用箇所 備考化粧の有無

モルタルの調合（容積費）

　ブロックの区分がA(08)、B(12)、C(16)の場合で、目地巾が100mm程度の場合

　　※ 標仕 表8.2.1による

　上記以外の場合　　・　

鉄筋の継手、定着及び末端部の折り曲げ形状

　・ 図示による　　　・　

各部の配筋　　・ 図示による　　・　

(8.3.2)(表8.3.1)

(8.3.3)

(8.3.4)

(8.3.4)

  2

帳壁及び塀

コンクリートブロック

ALCパネル  3

・屋根用

パネルの区分

・外壁用 ・一般

・ｺｰﾅｰ

・平

・意匠  ・ 

 ・ 有(1)  ・ A種

 ・ B種

 ・ 図示

・間仕切壁用 ・一般

・ｺｰﾅｰ

・平

・意匠

 ・ 100

 ・ 100

 ・ 

 ・ 図示  ・ 有(1)

 ・ 無

 ・ 100

 ・ 

 ・ 図示  ・ 有(0.5) ―  ―

・床版用  ―  ―

 ・ 

 ・ 100  ・ 図示

 ・ 無

 ・ 有(　)

 ・ F種

 ・ C種

 ・ D種 ・ E種

用途 形状 表面加工

単位荷重

（N/㎡)

厚さ

(mm)

幅及び

長さ(mm) （時間）

耐火性能
構法の種別

・ 980

・ 1960

・ 1180

・ 

・ 2350

・ 3530

パネル相互の接合部に挿入する耐火目地材

　・ 図示による　　　・　

・ 外壁パネル構法、屋根及び床パネル構法

・ 間仕切壁パネル構法

　　 耐風圧性能　（　　　　　　　　　　　　）

　　 耐震性能　（　　　　　　　　　　　　　）

　　 耐震性能　（　　　　　　　　　　　　　）

パネル幅の最小限度 (mm)

　・ 300未満（・ 図示　　　・　　　　　　　）

パネルの短辺小口相互の接合部、出隅及び入隅のパネル接合部並びにパネルと他部材との取り合

い部の伸縮目地幅 (mm)

　※ 10～20　　・ 図示による

伸縮調整目地への耐火目地材の充填　　・ 適用する　　・ 適用しない (8.4.3)(8.4.4)

(8.4.3)(8.4.4)

(8.4.3)(8.4.4)(8.4.5)

(8.4.4)

(8.4.3)(8.4.5)

(8.4.2)

(8.4.2～8.4.5)(表 8.4.2～表8.4.4)

（ＥＣＰ）

押出成形セメント板  4

材料、構法

材料、工法

・ 外壁ﾊﾟﾈﾙ

・ 間仕切ﾊﾟﾈﾙ

 ・ 50　・ 60 ・ 

 ・ 50　・ 60

 ※ Ｆ(ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙ)

 ・ Ｄ(ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙ)

 ・ Ｔ(ﾀｲﾙﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙ)

 ・A 種

 ・B 種

 ・C 種

 ・B 種

　　60

600

600

備考工法種別幅（mm）厚さ（mm）ﾊﾟﾈﾙの種類 形　状

 ※ Ｆ(ﾌﾗｯﾄﾊﾟﾈﾙ)

 ・ Ｄ(ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾈﾙ)

 ・ Ｔ(ﾀｲﾙﾍﾞｰｽﾊﾟﾈﾙ)

 ・ 50　・ 60 ・ 

 ・ 50　・ 60

　　60

・ 外壁パネル構法、屋根及び床パネル構法

　　 耐風圧性能　（　　　　　　　　　　　　）

　　 耐震性能　（　　　　　　　　　　　　　）

・ 間仕切壁パネル構法

　　 耐震性能　（　　　　　　　　　　　　　）

(8.5.2～8.5.4)(表 8.5.1)(表 8.5.2)

(8.5.3)

(8.5.4)

(3.2.5)

山留めの撤去　　・有り　　　・なし

山留め撤去跡の処理　（・　　　　　　　　　　　　　　　・砂充填　）

山留め  3

  2 ・ 現場説明書による           ※ 構外搬出適切処理  

・ 構内指示の場所に堆積       ・ 構内指示の場所に敷き均し

建設発生土の処理

 15

 16

 17

 18

 19

 20

 21

 22

 23

 24

図面番号

　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書・同指針（建築工事編）（令和 ４ 年版）」

　（以下、「標仕」という。）で「特記がなければ、」以下に具体的な材料・工法・検査方法等を明示している場合において、

　それらが関係法令等（条例を含む）と異なる場合には、具体的な対応策について監督職員と協議すること。

　　　材料の仕様、廃棄物の発生抑制、アイドリングストップや省エネ重機の使用による省エネルギーの推進、低公害工事機

　　　材の使用、工事従業者への教育など、施工にあたって細心の注意を払うことにより、工事の環境への影響を極力少なく

　　　するよう配慮すること。なお、具体的な計画を、施工計画書に記載し実践するものとする。

　　　また、工事車両の通行による道路の損傷には十分留意し、損傷が発生した場合は、道路管理者と協議のうえ受注者の

　　　責任において速やかに修復すること。

　　　ただし、JIS規格合格品等で監督職員がそれを確認できた場合はこの限りではない。

　　　（受注者の故意または重大な過失による場合、５年間)、木造以外の建物及び工作物２年間(同、10年間)以内に、期日を

　　　の上、工事内容、施工条件等考慮して決めること。特に建設業法、建設リサイクル法には留意のこと。

（７）本工事における必要な諸手続等は原則として受注者において行うこと。

（８）工事の着手前に工事概要等を近隣住民等に周知するなど、理解協力を求めること。

（９）工事区域外に土砂等を散乱することがないように注意すること。また、道路を汚した場合は速やかに清掃すること。

（10）作業時間、作業日、騒音振動等については、近隣住民に配慮し、関係法令を遵守することとし、事前に監督職員と協議

（11）施設用途を充分に理解し、転倒防止、落下防止、衝突防止、足掛かり、指詰め防止、面取り等に配慮し、図示なくとも

      施工段階で考慮し安全性の高い施設になるよう努めること。

（12）諸材料については必要に応じ見本品または現品を提出し、監督職員の承諾を受け使用のこと。

（13）施工上必要ある個所は、監督職員の指示により適切なる材料をもって養生を施し、急硬急乾凍結破損の防止をすること。

（14）施工するにあたり建築、電気設備、機械設備等の取合いを十分に検討すること。

（15）施工期間中の降雨等の排水については、任意仮設により水処理を行うこと。

（16）施工にあたり、必要最小限の樹木の枝打ち伐採は工事に含む。（監督職員と協議、承諾のうえとする）

（17）工事完了後検査不可能個所の施工にあたっては、必要に応じ監督職員の立会いのもとに施工のこと。

（18）工事完了後は速やかに工事現場内外の清掃、後片付け及び損傷個所の復旧補修をし、監督職員の確認を受けること。

（19）上記各事項に要する諸経費は全て受注者において負担する。

（20）工事しゅん工引渡し後特記あるものを除き、工事の施工に起因した不具合が生じた場合は、木造建物及び工作物１年間

　　　定め補修工事をし、町係員の検査を受けること。

   １)作業従事者（当該現場の作業に従事している者。全ての下請業者を含む）の体温及び健康状態の把握を毎日行い、健康管

   ３)発注工事において、暴力団員等による不当介入を受けたことにより工程に遅れが生じる等の被害が生じた場合は、発注者

   ２)上記により警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行った場合には、速やかにその内容を記載した書面により

　　　発注者に報告すること。

　　　と協議を行うこと。

    　介入」という。)を受けた場合は、断固としてこれを拒否すること。また、不当介入があった時点で速やかに警察に通報

    　を行うとともに、捜査上必要な協力を行うこと。

（21）暴力団員等による不当介入を受けた場合の措置について

（22）新型コロナウイルスへの対応について

理を徹底すること。

   ３)作業従事者に感染者又は濃厚接触者が判明した場合は、速やかに監督職員に報告すること。また、工事の継続・一時中

止等その後の対応について速やかに検討し、発注者との協議を行うこと。

   ２)作業従事者に、感染の疑い又は濃厚接触した疑いのある者が判明した場合は、県保健所に相談の上、その指導に従い、

自宅待機等適切な措置を講ずること。また、速やかに監督職員に報告すること。

適用基準等  1

章 項　　目 特　　記　　事　　項

○

1

各
章
共
通
事
項

  2 熱中症対策に資する

現場管理費補正(試行) 　する対象工事である。熱中症リスク軽減対策として、遮光ネット(足場に設置するものに限

　る)、ドライミスト、暑さ指数計測装置の設置を予定し現場管理費の補正を求める場合は、

　受発注者間で必要な設置期間等を協議し、設計変更により対応する。

　受注者は、事前（施工計画書等）に「熱中症リスク軽減に対する具体的対策内容」を記載

　し、竣工時に熱中症対策に資する現場管理の実績報告書を提出するものとする。

○・本工事は、工事現場の熱中症対策に資する経費に関して現場管理費の補正を試行的に実施

(1.1.4)※ 適用する（工事カルテ：請負金額500万以上）工事実績情報サービ

スへの登録

  3

火災保険等  4

　保険期間　　工事着手から工事目的物引渡し日まで

　保険の種類　　・ 火災保険　　※ 建設工事保険 ( ・ 水災害特約を含む )

工事目的物及び工事用材料（支給材料を含む）について、次により保険を付す。

○

書面の書式及び取

り扱い

  5 国土交通省公共建築工事標準書式による。

品質計画 ・建築基準法に基づく風圧区分等を必要とする場合は次による。

    ※ 風速（Vo=30m/s）

     　※ 地表面粗度区分（　・ Ⅰ　・ Ⅱ　※ Ⅲ　・ Ⅳ　）

(1.2.2)○  6

電気保安技術者 ・適用する　　・適用しない (1.3.4)  7

技能士 (1.5.2)

適用工事種別 技　能　検　定　作　業

仮設工事

鉄筋工事

コンクリート工事

・とび作業

・鉄筋組立て作業

・型枠施工    ・ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送施工

条件明示項目 (1.3.5)

使用開始時期：平成　　年　　月

引渡し時期：平成　　年　　月

部分引渡し　　・無　　・有　　範囲（　　　　　　　　　　　　　　　　）

部分使用　　　・無　　・有　　範囲（　　　　　　　　　　　　　　　　）

イメージアップ　・行う（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

  8

  9 週休2日試行工事

・ 発注者指定型

　 　本工事は、発注者指定型の週休２日試行工事である。そのため、当初設計時において、

　 　４週８休以上確保した場合の経費補正を行っており、設計変更時に現場の閉所状況に

　 　応じた各経費の補正の見直しを行う。

　　 本工事は、施工者希望型の週休２日試行工事である。そのため、設計変更時に現場の

　　 閉所状況に応じた各経費の補正を行うものとする。

建築材料等

　本工事に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能と同等以上のものを

(1.4.2)材料の品質等

　使用する。ただし、製造業者等が記載されている場合に同等以上のものとする場合はあらか

　じめ監督職員の承諾を受ける。

※製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、グリーン購入法の基本方針の

　材料・機材等の製造業者は次の（1）から（6）すべての事項を満たすものとし、この証明と

　なる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して監

　督職員の承諾を受ける

　　(1) 品質及び性能に関する試験データが整備されていること

　　(2) 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

　　(3) 安定的な供給が可能であること

　　(4) 法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること

　　(5) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

　　(6) 販売、保守等の営業体制が整えられていること

　判断の基準に従い、「木材･木材製品の合法性、持続可能性の証明のためのガイドライン」

　(林野庁 平成18年2月15日）に準拠した証明書等を、監督職員に提出する。

発生材の処理等 ※構外搬出適切処理 (1.3.11) 10

 12

 14

　 　応じた各経費の補正の見直しを行う。

・ 週休２日試行工事の対象工事

・ 施工者希望型

     ボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒド

     を放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

   2）保温材、緩衝材、断熱材は、ホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放散が

     極めて少ないものとする。

     等は、ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

    放散が極めて少ないものとする。

   5）1）、3）及び 4）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器

   4）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを 放散させないか、

   1）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクル

環境配慮 (1.4.1)

   3）接着剤はフタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-2-エチルヘキシルを含有しない難揮発性

     の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチル

     ベンゼンを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有す

　ると共に、次の 1）から 5）を満たすものとする。

揮発性有機化合物を放散させる建築材料等 11

　標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。特別な材料の工法 13

A-01

仮
設
工
事

土
工
事

縮尺
Non

事業名

図面名称

事業主

    ・ 積雪区分　建告示第 1455 号　別表（ 26 ）

・建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修　令和 ４ 年版）

○・営繕工事写真撮影要領（令和５年版）による工事写真撮影ガイドブック建築工事編/

　解体工事編

○・建築物解体工事共通仕様書（令和４年版）・同解説 令和５年版（国土交通省官房官庁営繕部監修）

建物名

自家発棟

構　造

鉄筋コンクリート造

階　数

地上１階

延床面積建築面積 備　考

棟別新築61.56㎡ 61.56㎡

安曇野市穂高8108-2

（３）本工事は特記あるものを除き、安曇野市契約規則及び工事請負契約書の記載事項による。

（６）安曇野市環境基本計画について

　　　工事にあたっては、安曇野市環境基本計画(最新版)を充分に配慮し、設計書及び標準仕様書はもとより、環境に配慮した

   １)安曇野市が発注する建設工事(以下「発注工事」という。)において、暴力団員等による不当要求又は工事妨害(以下「不当

工事担当課）がこれを認めた場合に適用する。

竣工書類の電子納品について、受注者が電子媒体の提出を希望し、発注者（安曇野市の

４４

安曇野市上下水道部上水道課

　　・ B 種　施工箇所（基礎埋戻し部）

令和７年度　上原水源地非常用発電機室建設工事

令和７年度　上原水源地非常用発電機室建設工事

上原水源地　特記仕様書



・Ｘ-２

パネル相互の目地幅 (mm)

　長辺の目地幅　・ 10以上　　・ 図示による

　短辺の目地幅　・ 15以上　　・ 図示による

出隅及び入隅のパネル接合部の伸縮目地の目地幅 (mm)

　※ 15程度（シーリング材を充填）　　・ 図示による

溝堀及び開口部の措置

　やむを得ず設備開口等を設ける場合のパネルの開口寸法等の限度

　　・ 図示による　　　・　

(8.5.3)(8.5.4)

(8.5.3)(8.5.4)

(8.5.5)

耐火構造以外の目地及び隙間の処理　　※ パネル製造所の仕様による

パネル幅の最小限度 (mm)

　・ 300未満（・ 図示　　　・　　　　　　　）

(8.5.3)(8.5.4)

(8.5.3)(8.5.4)

・ Ａ-２

・ Ａ-１

・ Ａ-３

・ Ｂ-１

・ Ｂ-２

・ ＡⅠ-３

・ ＢⅠ-２

・ ＢⅠ-１

 ※ ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ厚さ0.15mm以上

　　又はﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ70g/㎡程度

 ・ 

種　別 施工箇所 断熱材 絶縁用シート

 ※ ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ70g/㎡程度

 ・ 

　防水層の種別

屋根保護防水

　改質アスファルトルーフィングの種類及び厚さ

　　※ 標仕 表9.2.3及び表9.2.4による

　　・ JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

　　　　 用途による区分　　・　

　　　　 材料構成による区分　　・ R種　　・ N種

　　　　 厚さ　　　・　　　mm以上

　部分粘着層付改質アスファルトルーフィングの種類及び厚さ

　　※ 標仕 表9.2.5及び表9.2.6による

　　・ JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

　　　　 用途による区分　　・　

　　　　 材料構成による区分　　・ R種　　・ N種

　　　　 厚さ　　　・　　　mm以上

　押え金物の材質及び形状寸法

　　※ アルミニウム製 L-30×15×2.0mm程度

　　・　

　立上り部への断熱材及び絶縁シートの設置

　・ 適用する　　　・ 適用しない

屋根露出防水

種　別

　防水層の種別

断熱材施工箇所

 ・  ※ 製造所の仕様による

 ・ 

・ Ｄ-１

・ Ｄ-２

・ Ｄ-３

・ Ｄ-４

・ ＤⅠ-１

・ ＤⅠ-２

 (厚さ)

 ・ 　mm

仕上塗料（種類） 仕上塗料（使用量）

　改質アスファルトルーフィングの種類及び厚さ

　　・ JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

　　　　 用途による区分　　・　

　　　　 材料構成による区分　　・ R種　　・ N種

　　　　 厚さ　　　・　　　mm以上

　部分粘着層付改質アスファルトルーフィングの種類及び厚さ

　　・ JIS A 6013に基づく種類及び厚さ

　　　　 用途による区分　　・　

　　　　 材料構成による区分　　・ R種　　・ N種

　　　　 厚さ　　　・　　　mm以上

　押え金物の材質及び形状寸法

　　※ アルミニウム製 L-30×15×2.0mm程度

　　・　

　　※ 標仕 表9.2.3及び表9.2.8による

　　※ 標仕 表9.2.7及び表9.2.8による

　絶縁工法及び断熱絶縁工法の脱気装置の種類及び装置数量

　　種類　　　※ アスファルトルーフィング類の製造所の指定

　　設置数量　※ アスファルトルーフィング類の製造所の指定

　　　　　　　・　

　　　　　　　・　　　　個

(9.2.2)

(9.2.2)

(9.2.2)

(表 9.2.4)(表 9.2.6)

(9.2.2)(9.2.3)(表 9.2.7)(表 9.2.8)

(9.2.2)(9.2.3)(表 9.2.3～表 9.2.6)

(9.2.2)

(9.2.2)

(9.2.2)

(9.2.3)

　防水層の種別

9   1 アスファルト防水

防
水
工
事

屋内防水

施工箇所種　別 種　別 施工箇所

 ・ E-1  ・ E-1

　保護層　　・ 設ける（・ 図示　　・　　　　　　）

　　　　　　・ 設けない

　E-1の工程3を行う場合の部位

　　※ 貯水槽、浴槽等の常時水に接する部位

　　・ 

(9.2.2)(9.2.3)(表 9.2.9)

(9.2.3)

(表 9.2.9)

施工

　防水層の下地のモルタル塗り

　　・ 適用する（施工範囲　・ 図示　　　・　　　　　）

　　・ 適用しない

　防水層の下地、立上りコンクリート打放し仕上げ

　　※ 標準標仕 表6.2.4のB種　　　・　

　絶縁断熱工法のルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじまい位置

　　・ 図示による　　　　・　

保護層等の施工

　平場の保護コンクリートの厚さ

　　床タイル張り　　※ 水下 60mm以上　　　　　・　

　　こて仕上げ　　　※ 水下 80mm以上　　　　　・　

　立上り部の保護工法

　　・ コンクリート押え

　　・ モルタル押え（屋内等）

　　　　 れんがの材料　　・JIS R 1250（普通れんが及び化粧れんが）

　　・ 乾式保護材　　乾式保護材の材料（・　　　　　　　　　）

　　・ れんが押え（・ 図示　　　　　　・　　　　　　）

　　　　　　　　 　　　　・　

　屋上排水溝の設置

　　・ 図示による　　　　・　

(9.2.4)

(9.2.4)

(9.2.4)

(9.2.4)

(9.2.5)

(9.2.5)

(9.2.5)

(9.2.2)

(9.2.2)

(9.2.5)

改質アスファルト

シート防水

  2 防水層の種別

・ＡＳ-Ｔ１

・ＡＳ-Ｔ２

・ＡＳ-Ｔ３

・ＡＳ-Ｔ４

・ＡＳ-Ｊ１

・ ＡⅠ-１

・ＡＳⅠ-Ｔ１

・ＡＳⅠ-Ｊ１

 ・ 　mm

 (厚さ)

 ・ 　mm

 (種類)  ・ 設ける

 ・ 設けない

仕上塗料

種類 使用量
施工箇所種   別 断熱材

防湿用
シート

 ・ 

　　による

 ※ 製造所の仕様

(9.3.3)

(9.3.2)(9.3.3)(表 9.3.1～表9.3.3)

改質アスファルトルーフィングの種類及び厚さ

　※ 標仕 表9.3.1から表9.3.3による　　・　

粘着層付改質アスファルトルーフィングの種類及び厚さ

　※ 標仕 表9.3.2から表9.3.3による　　・　

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングの種類及び厚さ

　※ 標仕 表9.3.2から表9.3.3による　　・　

押え金物の材質及び形状寸法

　※ アルミニウム製 L-30×15×2.0mm程度　　・　

屋根露出防水絶縁工法、屋根露出防水絶縁断熱工法の脱気装置の種類及び設置数量

　　種類　　　※ アスファルトルーフィング類の製造所の指定

　　　　　　　・　

　　設置数量　※ アスファルトルーフィング類の製造所の指定

　　　　　　　・　　　　個

ルーフィングシート

合成高分子系  3

防水

・ S-F1

施工箇所

 ※ 製造所の仕様

　　による

種類 使用量

仕上塗料
歩行の仕様断熱材可塑剤移行防

止ｼｰﾄの材質

 ・ 

 ・ 

 ※ 製造所の仕様

　　による

 ・ 

 ・ 

・ S-F2

・ S-M1

・ S-M2

 ・ 　mm

 (厚さ)

 ・ 　mm

 (種類)・ SI-F1

・ SI-F2

 ※ 製造所の仕様

　　による

 ・ 

 ・ 

 ※ 製造所の仕様

　　による

 ・ 

 ・ 

 ・ 　mm

 (厚さ)

 ・ 　mm

 (種類)・ SI-M1

 ・発砲ﾎﾟﾘｴﾁ

　 ﾚﾝｼｰﾄ

 ・ 

・ SI-M2

防水層の種別

種　別

施工箇所種　別

保護層

塗厚(mm) 工法

平場のモルタル塗り 立上り部の保護
モルタル塗りの厚さ

・ S-C1
 ・  ・  ・ 床塗り

 ・ 下地モルタル塗り

 ※ 7mm以下

 ・ 

屋内防水層の種別

ルーフィングシートの種類及び厚さ

　※ 標仕 表9.4.1から表9.4.3による　　・　

固定金具の材質及び形状

　材質　　※ 防錆処理した鋼板、ステンレス鋼板又はそれらの鋼板の片面及び両面に樹脂を

　　　　　　 積層加工したもの

　　　　　・ 　

　厚さ (mm)　※0.4以上　　・　

接着工法の場合の脱気装置の種類及び設置数量

　　　　　　・　

　　　　　　・　　　　個

　種類　　　※ ルーフィングシートの製造所の指定

　設置数量　※ ルーフィングシートの製造所の指定

断熱工法（SI-M1、SI-M2の場合）の防湿用フィルム

　・ 設置する　　　・ 設置しない

接着工法の場合のPCコンクリート部材防水下地の目地処理

　・ 行う（・ 図示　　　　・　　　　）　　・ 行わない

PCコンクリート下地の入隅部の増し張り（S-F1、SI-F1の場合）

　・ 行う（・ 図示　　　　・　　　　）　　・ 行わない

機械的固定方法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

　　・ 図示による　　　　・　

防水層の種別

(9.4.2～9.4.4)(表 9.4.1)(表 9.4.2)

(9.4.2～9.4.4)(表 9.4.3)

(9.4.2)

(9.4.2)

(9.4.3)

(表 9.4.2)

(9.4.4)

(9.4.4)

(9.4.4)

・Ｘ-１

仕上塗料

使用量
施工箇所種  別

種　類
保護層

　　による

 ※ 製造所の仕様

 ※ 製造所の仕様

　　による

 ・ 

 ・ 

・Ｙ-１

・Ｙ-２

 ・ 地下外壁防水

 ・ 屋内防水

 ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・ 

ウレタンゴム系塗膜防水 X-1（絶縁工法）の脱気装置の種類及び設置数量

　　種類　　　※ 主材料の製造所の仕様　　　　・　

　　設置数量　※ 主材料の製造所の仕様　　　　・　　　個

(9.5.3)(表 9.5.1)(表 9.5.2)

(9.5.3)

  5 ケイ酸質系塗布防水

  4 塗膜防水

防水層の下地（壁及び天井）

　※ コンクリート打放し仕上げ（標仕 表6.2.4のB種）

　・　

下地処理

　コンクリートの打継箇所の処理

　　※ 標仕9.6.4(2)(ｱ)による

　標仕9.6.4(2)(ｲ)及び(ｳ)以外の下地処理

　　・ 図示による　　　　　・　　

(9.6.4)

(9.6.4)

シーリング  6 材料

　種類及び施工箇所

　※下表以外は、標仕 表9.7.1による

　　ただし、外壁タイル接着剤張りの目地の場合のシーリングは11章に、カーテンウォール

　　目地の場合のシーリングは17章による

　仕上げを行わない施工箇所（　　　　　　　　　　　　　　）

シーリング材の目地寸法

　※ 標仕9.7.3(1)による　　　・　

接着性試験

　※ 簡易接着性試験　　・ 引張接着性試験　　・　

(9.7.5)

(9.7.3)

(9.7.2)

         の工法　

標準仕様書以外　　　 FRP系塗膜防水

　・ 適用する（メーカー仕様による）

　※ 適用しない

　7

超速硬化ウレタンゴム系塗膜防水

　・ 適用する（・高伸張形　・高強度形）（メーカー仕様による）

　※ 適用しない

※ 受注者及び施工業者と連名で、保証書を提出すること。保証書の提出

・ アスファルト防水　　　　　　　　　保証期間 10年

・ シート防水　　　　　　　　　　　　保証期間 10年

・ 塗膜防水　　　　　　　　　　　　　保証期間 10年

・ FRP防水　　　 　　　　　　　　　　保証期間 10年

・ ステンレス防水　  　　　　　　　　保証期間 10年

・ 超速硬化ウレタンゴム系塗膜防水　　保証期間 15年

　8

10

石
工
事

施工 (10.1.3)石材の割付け　　・ 図示による　　・　

天然石

 ・　  ・ 図示による

施工箇所 岩石の種類 形状及び寸法
の種類

表面仕上げ バフ仕上げ
の有無 備考

 ※ 大理石

 ・ 花崗岩  ・ 

 ※ 1.5～12

施工箇所 種石の種類

 ・ 平もの

 ・ 役もの

 ・ 片面

 ・ 両面

種石の大きさ
(mm)

形状に
よる区分 による区分

仕上げ面 備考
表面
仕上げ
の種類

寸法

テラゾブロック

 ※ 大理石

 ・ 花崗岩  ・ 

 ※ 1.5～12

施工箇所 種石の種類

テラゾタイル

種石の大きさ
(mm) (mm)

寸法による区分

 ・ 300×300

 ・ 400×400

表面仕上げの種類 備考

取り付け用モルタル、既調合の目地用モルタル、浸透性吸水防止剤、石裏面処理材、裏打ち

処理材、金物の固定に使用する充填材料

　※ 専門工事業者の指定する製品　　　・　

  1

  2 石材等 (10.2.1)(表 10.2.1)(表 10.2.2)

(10.2.1)(表 10.2.1)(表 10.2.2)

(10.2.1)(表 10.2.1)(表 10.2.2)

(10.2.3)

  3 外壁湿式工法 受金物　材質　※ ステンレス（SUS304）製　　・　

　　　　形状及び寸法

　　　　　※ L-75×75×6(mm)　（・ 長さ=100mm　　・ 長さ=150mm）

　　　　　・　

アンカーの材質及び寸法

　材質：※ SS400　　・　　　　　　　　　　　　　寸法：

あと施工アンカーの種類、材質及び寸法

　種類：　　　　　　　　　材質：　　　　　　　　寸法：

上記以外の金物の材質、形状及び寸法

　・ 図示による　　　　・　

ドレンパイプの材質

　・樹脂ネット製パイプ　クロスメッシュ巻き　25～35φ

　・ 

石材の厚さ(mm)　　・　

石裏面処理　　・ 適用する　　　・ 適用しない

裏打ち処理　　・ 適用する　　　・ 適用しない

　　　　　　　　・ 流し筋工法

　　　　　　　　・ あと施工アンカー工法

下地ごしらえ　　※ あと施工アンカー 横筋流し工法

　　　　　　　　　　　　シーリング材の目地寸法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ 図示による

目地　一般目地　　　　　目地幅(mm)　　※ 6以上　　　　　　　　 ・　

　　　　　　　　　　　　シーリング材　・ 適用する　　　　　　　・ 適用しない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ 幅・深さ共 10mm以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ 図示による

　　　伸縮調整目地　　　位置　　　　　※ 標仕 表11.1.1による

内壁空積工法 受金物　材質　※ ステンレス（SUS304）製　　・　

　　　　形状及び寸法

　　　　　※ L-75×75×6(mm)　（・ 長さ=100mm　　・ 長さ=150mm）

　　　　　・　

アンカーの材質及び寸法

　材質：※ SS400　　・　　　　　　　　　　　　　寸法：

あと施工アンカーの種類、材質及び寸法

　種類：　　　　　　　　　材質：　　　　　　　　寸法：

上記以外の金物の材質、形状及び寸法

　・ 図示による　　　　・　

石材の厚さ(mm)　　・　

石裏面処理　　・ 適用する　　　・ 適用しない

裏打ち処理　　・ 適用する　　　・ 適用しない

下地ごしらえ　　※ あと施工アンカー 横筋流し工法

　　　　　　　　・ あと施工アンカー工法

目地　一般目地　　　　　目地幅(mm)　　※ 6以上　　　　　　　　 ・　

　　　　　　　　　　　　シーリング材　・ 適用する　　　　　　　・ 適用しない

　　　伸縮調整目地　　　位置　　　　　※ 6m程度ごと　　　　　　・ 図示による

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ 図示による

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ 幅・深さ共 10mm以上

　　　　　　　　　　　　シーリング材の目地寸法

外壁乾式工法の方式による金物の種類、形状、寸法等

　※ 標仕10.2.4による

　　　 方式　　　・ スライド方式　　・ ロッキング方式

　・ 図示による

アンカーの材質及び寸法

あと施工アンカーの種類、材質及び寸法

　・ 図示による　　　　・　

石材の厚さ(mm)　　・　

　材質：※ ステンレス（SUS304）製　　・　　　　　　　　　寸法：

上記以外の金物の材質、形状及び寸法

　種類：　　　　　　　　　　　材質：　　　　　　　　　　 寸法：

裏打ち処理　　・ 適用する　　　・ 適用しない

だぼ用の穴の位置　　※ 標仕10.5.2(2)(ｱ)による　　・ 図示による

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

　・ 図示による　　　　・　

目地　一般目地　　　　　目地幅(mm)　　※ 8以上　　　　　　　　 ・　

　　　　　　　　　　　　シーリング材　・ 適用する（※ 標仕9.7による　　　・ 図示）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ 適用しない

外壁湿式工法  5

  4

床及び階段の石張り 石材の厚さ(mm)　　床（　　　）、階段（　　　）

床石張り

　浸透性吸水防止剤　　・ 適用する　　　・ 適用しない

　石裏面処理　　　　　・ 適用する　　　・ 適用しない

　裏打ち処理　　　　　・ 適用する　　　・ 適用しない

階段張り

　石裏面処理　　　　　・ 適用する　　　・ 適用しない

目地　一般目地　　　　　目地幅(mm)　　・ 図示による　　　　 ・　

　　　　　　　　　　　　シーリング材　・ 適用する　　　　　 ・ 適用しない

　　　伸縮調整目地　　　位置　　　　　※ 床面30㎡程度ごと、細長い通路の場合6m程度ごと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 及び他部材との取り合い部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ 図示による

　　　　　　　　　　　　シーリング材の目地寸法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ 図示による

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ 幅・深さ共 10mm以上

笠木、甲板等の石張り 取り付け方法　　　・ 湿式工法　　　・ 乾式工法

湿式工法の取付け金物　　・ 標仕10.2.2(1)による　　　・ 図示による

乾式工法の取付け金物　　・ 標仕10.2.2(2)による　　　・ 図示による

　方式　 ・ スライド方式　　・ ロッキング方式

特殊部位用金物　　　　　・ 標仕10.2.2(3)による　　　・ 図示による

　ファスナー　　　　　　・ 図示による

アンカーの材質及び寸法

　湿式工法の材質：※ ステンレス（SUS304）製　　・　　　　　　　　寸法：

　乾式工法の材質：※ SS400　　　　　　　　　　 ・　　　　　　　　寸法：

あと施工アンカーの種類、材質及び寸法

　・ 図示による　　　　・　

上記以外の金物の材質、形状及び寸法

　種類：　　　　　　　　　　　材質：　　　　　　　　　　 寸法：

石材の厚さ(mm)　　・　

石裏面処理　　・ 適用する　　　・ 適用しない

乾式工法の場合の取付け代　※ 標仕10.5.3(2)による　　・　

石裏の補強用モルタル　　・ 適用する　　　・ 適用しない

  7

  6

(10.2.2)

(10.2.2)

(10.2.3)

(10.3.2)

(10.3.3)

(10.3.3)

(10.2.2)

(10.2.2)

(10.4.2)

(10.4.3)

(10.4.3)

(10.2.2)

(10.2.2)

(10.5.2)

(10.5.3)

(10.5.3)

(10.6.2)(10.6.3)

(10.6.2)

(10.6.3)

(10.6.2)(10.6.3)

(10.7.2)(10.2.2)

(10.2.2)

(10.7.2)

 ※非歩行用

 ・軽歩行用

 ・軽歩行用

 ・非歩行用

 ※非歩行用

 ・軽歩行用

 ・非歩行用

 ・軽歩行用

図面番号
A-02

・ ＡⅠ-２

打継目地、誘発目地

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

建具・金属取合い 変性シリコーン系（MS-2)

縮尺
Non

事業名

図面名称

事業主

 (厚さ)

ポリサルファイド系（PS-2）、ポリウレタン系（PU-2)

 ・ 25　mm

上原水源地　特記仕様書(2)

令和７年度　上原水源地非常用発電機室建設工事

安曇野市上下水道部上水道課



　　　　　　　　　　　　シーリング材　・ 適用する　　　　　　　・ 適用しない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ 図示による

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ 幅・深さ共 10mm以上

　　　　　　　　　　　　シーリング材の目地寸法

目地

　湿式工法の場合

　　　一般目地　　　　　目地幅(mm)　　※ 6以上　　　　　　　　 ・　

　　　伸縮調整目地　　　位置　　　　　※ 標仕 表11.1.1による　 ・ 図示による

　乾式工法の場合

　　　　　　　　　　　　目地幅(mm)　　※ 8以上　　　　　　　　 ・　

　　　　　　　　　　　　シーリング材　・ 適用する（※ 標仕9.7による　　・ 図示）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ 適用しない

石材の厚さ(mm)　　※ 40　　・　隔て板  8

(10.7.2)

(10.3.3)

(10.5.3)

(10.7.3)
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タ
イ
ル
工
事

ひび割れ誘発目地

伸縮調整目地及び 位置　　※ 標仕 表 11.1.1による　　・ 図示による

見本焼、試験施工 見本焼　　　・ 行う　　　※ 行わない

試験張り　　・ 行う　　　※ 行わない

  1

  2

  3 セメントモルタル

によるタイル張り
備考種類施工

箇所

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・

吸水率区分 釉薬 色役物 耐凍害性再生材
適用

Ⅰ類 Ⅱ類 施釉 標準 特注無釉Ⅲ類 □Ｇ有 無 有 無
寸法
形状

(mm)

耐滑
り性

・

・

・

　 　タイルの形状、寸法等

既調合モルタル

　・ 　　

　・ 既調合モルタルの製造所の仕様による

下地モルタル塗りのコンクリート素地面の下地処理方法

　・ 目荒し工法（標仕 15.3.4(4)による）

　・ MCR工法（標仕 6.8による）

壁タイル張りの工法

　内装タイル以外のユニットタイル　　・ マスク張り　　・ モザイクタイル張り

　内外装タイル　　　　　　　　　　　・ 密着張り　　　・ 改良圧着張り

  4

によるタイル張り

有機系接着剤

備考種類施工
箇所

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・

吸水率区分 釉薬 色役物 耐凍害性再生材
適用

Ⅰ類 Ⅱ類 施釉 標準 特注無釉Ⅲ類 □Ｇ有 無 有 無
寸法
形状

(mm)

耐滑
り性

・

・

・

　 　タイルの形状、寸法等

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　※ Ｆ☆☆☆☆　　　・　

外装タイルにおける目地詰め　　・ 行う　　　・ 行わない

目地のシーリング材

　打継ぎ目地　　　　　※ ポリウレタンシーリング材　　　・　

　ひび割れ誘発目地　　※ ポリウレタンシーリング材　　　・　

　伸縮調整目地　　　　※ 変性シリコーンシーリング材　　・　

　その他の目地　　　　※ 変性シリコーンシーリング材　　・　

下地モルタル塗りのコンクリート素地面の下地処理方法

　・ 目荒し工法（標仕 15.3.4(4)による）

　・ MCR工法（標仕 6.8による）

　・ 

　・ 

(11.1.3)

(11.1.4)

(11.2.2)(11.2.3)(11.2.6)

(11.2.3)

(11.2.6)

(表 11.2.3)

(11.3.2～11.3.4)(11.3.7)

(11.3.3)

(11.3.3)(11.3.5)

(11.3.4)

(11.3.5)
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木
工
事

施工一般 ホルムアルデヒド放散量　　　※ 標仕12.2.1(ｳ)のいずれかによる　　　・　

木材の品質

　木材の現場における含水率　　※A種   ・B種

　・保存処理木材を適用する箇所（                    ）

　・間伐材等※1)：間伐材、林地残材又は小径木であること。

　　　注1　間伐材、合板・製材工場から発生する端材等の残材、林地残材又は小径木の

   　　　  体積比割合が10%以上であること。

　※信州木材認証製品又は同等品(長野県産材)　　・改修標仕 6.5.2　　　・市販品

製材  2

  1

施工箇所 保存処理

施工箇所 保存処理

 見え掛り面

 見え掛り面以外

 ※ Ａ種　　・ Ｂ種 ※ 2級

 ・　  ・　

寸法(mm) 等級 含水率

 ※ Ａ種　　・ Ｂ種 ※ 2級

 ・　  ・　

 ※ Ａ種　　・ Ｂ種 ※ 2級

 ・　  ・　

 ※ Ａ種　　・ Ｂ種

 ・　  ・　

寸法(mm) 等級 含水率

 ※ Ａ種　　・ Ｂ種

 ・　  ・　

 ※ 上小節

 ※ 小節以上

 ※ Ａ種

・「製材の日本農林規格」による造作用製材

・「製材の日本農林規格」による下地用製材

施工箇所 保存処理

 ・　

寸法(mm) 等級 含水率

 ・　

 ※ 1等

 ※ 1等

 ※ 10％以下

 ・ Ａ種　　・ Ｂ種

 ※ 10％以下

 ・ Ａ種　　・ Ｂ種

・「製材の日本農林規格」による広葉樹製材

□Ｇ

施工箇所 寸法(mm) 含水率 防虫処理

 ※ Ａ種　　・ Ｂ種

 ・　

 ※ Ａ種　　・ Ｂ種

 ・　

材面の品質

造作材の場合

 （　　　　）

 （※Ａ種　・Ｂ種）

 ・ 行う

 ・ 行わない

 ・ 行う

 ・ 行わない
造作材の場合

 （　　　　）

 （※Ａ種　・Ｂ種）

・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

 ※ 1等　・ 2等

見付け
材面

見付け材面
の品質

施工箇所 品名 樹種名 寸法(mm)

 ※ 1等　・ 2等

見付け材面
の品質

化粧薄板の

 ※1等　・2等

見付け
材面

施工箇所 品名
寸法
(mm) 厚さ(mm)樹種名

 ※1等　・2等

化粧薄板：

化粧薄板：

芯材：

芯材：

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

 ※ 15以下

寸法(mm) 見付け材面の品質 含水率(%)施工箇所 樹種

 ・ 　

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

樹種名施工箇所 寸法
(mm) 厚さ(mm)

化粧薄板の 見付け材面
の品質

含水率(%)

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

 ※ 15以下

 ・ 　

 ※ 15以下

 ・ 　

・「製材の日本農林規格」以外の製材

造作用集成材  3

造作用単板積層材

施工箇所

・「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

防虫処理

 ・ 行う

 ・ 行わない

品名
（表面の化粧加工）

表面の品質

 ・ 有り（加工：・天然木化粧加工

　　　　　　　　・塗装加工）

寸法
(mm)

 ・ 無し（等級：・1等・2等・3棟）

施工箇所 防虫処理

 ・ 行う

 ・ 行わない

・「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

（表面の化粧加工）

表面の品質

 ・ 有り（加工：・天然木化粧加工

　　　　　　　　・塗装加工）

寸法
(mm)

含水率(%)

 ※ 14以下

 ・ 　

 ・ 無し（　　　　　　　　　　）

施工箇所

・ＣＬＴ（直行集成板）

品名 強度等級 種別
（使用環境）
接着性能 樹種名

(mm)
寸法

施工箇所 品名

合板等 ・「合板の日本農林規格」による普通合板

品名

 ※ 12

 ・　  ※2級以上

 ・1級

板面の

 ・　

 ※C-D以上

単板の
樹種名

等級
(mm)
厚さ

品質

 ・行う

 ・行わない

防虫処理保存処理
強度
等級箇所

施工

・「合板の日本農林規格」による構造用合板

 ※ 5.5

 ・　

厚さ
(mm)

 ・行う

 ・行わない

防虫処理

 ・ 2類

 ※ 1類

接着の

程度
板面の品質

 広葉樹 ・1等　※2等以上

 針葉樹 ※C-D以上　・ 

単板の
樹種名

　接着の程度　常温湿潤状態となる場所での使用

　　　　　　　その他の場合

　　　　　　　　※1類以上　　　　・　　

　　　　　　　　※特類 　　　　　・　　

 ・行う

 ・行わない

防虫処理

・「合板の日本農林規格」による化粧ばり構造用合板

厚さ
(mm)

品名

・「合板の日本農林規格」による天然木化粧合板

施工箇所

 ・行う

 ・行わない

厚さ
(mm)

防虫処理接着の程度
単板の樹種名

化粧板に使用する施工箇所

・「合板の日本農林規格」による特殊加工化粧合板

品名

 ※ 12

 ・　

単板の
樹種名(mm)

厚さ

 ・行う

 ・行わない

防虫処理

 ※ 1類

接着の
程度

化粧加工の方法

 ・ ｵｰﾊﾞｰﾚｲ

 ・プリント

 ・塗装

 ・ 2類

施工箇所

 ・ 特類

接着の程度

 ・ 1類

単板の樹種名

 ・ 2類

 ・ 1類

施工箇所

・パーティクルボード

 ※ MR1(M)又は

 　 MR2(p)ﾀｲﾌﾟ  ・　

(mm)
厚さ

 ※ 13ﾀｲﾌﾟ

曲げ強さに
よる区分

耐水性に
よる区分

難燃性による区分
表裏面の状態
による区分

 ※ 15

 ・　

 ・　

・構造用パネル

施工箇所 品　名 寸法(mm)

・ＭＤＦ

表裏面の状態
による区分 よる区分

曲げ強さに 接着剤に
よる区分

難燃性による区分厚さ(mm)施工箇所

造作材の化粧面の釘打ち接合具等

接着剤（木れんが用接着含む）のホルムアルデヒド放散量

防腐・防蟻処理

適用部材 保存処理性能区分

 ・Ｋ２　　・Ｋ３　　・Ｋ４

 ・Ｋ２　　・Ｋ３　　・Ｋ４

薬剤の種類

 ※ 薬剤の製造所の仕様による

適用部材 処理の方法

 ・　　

 ・　　

 ・　　  ・　　

　　適用部材：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　適用部材：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 ・ 難燃

 ・ 

諸金物の形状、寸法及び材質

  4

  5

  6

  7

木材

間仕切軸組に用いる  8 ※（製材を用いる場合）　杉又は松　　　・　　

床組に用いる木材

窓、出入口その他

に用いる木材

  9

 10

がまちに用いる木材

縁甲板及び上がり

壁及び天井に用いる

木材

 11

 12

※（製材を用いる場合）　杉又は松　　　・　　

※（製材を用いる場合）　吊元枠、水掛りの下枠及び敷居は、ひのき、その他は、松又は杉

・　

※（製材を用いる場合）　杉又は松　　　・　　

※（製材を用いる場合）　ひのき　　　　・　　

　・ 適用する（※ 隠し釘打ち　　・　　　）　　・ 適用しない

　※ Ｆ☆☆☆☆　　　　・　　

　※ 標仕12.2.2(2)(ｱ)による

・ 薬剤による防腐・防蟻処理を省略できる樹種による製材

　　 適用部材：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ 工場における薬剤の加圧注入処理による防腐・防蟻処理

・ 薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

・ 薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理

・ 合板等の加圧注入処理等による防腐・防蟻処理

(12.2.1)

(12.2.1)(表 12.2.1)

(12.2.1)(表 12.2.1)

(12.2.1)(表 12.2.1)

(12.2.1)(表 12.2.1)(表 12.2.2)(12.3.2)

(12.2.1)

(12.2.1)

(12.2.1)

(12.2.1)

(12.2.1)(12.3.2)

(12.2.1)(12.3.2)

(12.2.1)

(12.2.1)(12.3.2)

(12.2.1)(12.3.2)

(12.2.1)(12.3.2)

(12.2.1)(12.3.2)

(12.2.1)(12.3.2)

(12.2.1)

(12.2.1)

(12.2.1)

(12.2.2)

(12.2.2)(表 12.2.3～表 12.2.5)

(12.2.2)(12.2.3)

(12.3.1)

(12.3.1)

(12.3.1)

(12.3.1)

(12.3.1)

(12.4.1)

(12.4.1)

(12.5.1)

(12.6.1)

(12.7.1)

13   1

屋
根
及
び
と
い
工
事

 ※JIS G 3322の

 　屋根用ｺｲﾙ

・立て平葺

・心木なし

　瓦棒葺

・横葺

・　

施工箇所 板及びコイル
の種類

塗膜の耐久性の
種類、めっき付

着量等

厚さ
(mm)

屋根葺形式
葺板の

寸法・厚さ
下地

留め付
け方法

 ・　

材料長尺金属板葺

　　　　　　 ・ 改質アスファルトルーフィング下葺材

　　　　　　　　　（・ 一般タイプ　　・ 複層基材タイプ　　・ 粘着層付タイプ）

工法

　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

　　・ 図示による　　　　・　

　横葺の場合のけらば納め

　　・ つかみ込み納め　　　・ けらば包み納め

　雪止め　　・ 設置する（・ 図示　　　・　　　　）

  2 折板葺 材料

軒先
面戸板

施工箇所 形式

・ 嵌合形

・ ﾊｾﾞ締め形

材料に山高・山ﾋﾟｯﾁによる区分

山高 山ﾋﾟｯﾁ

耐力に
よる区分 よる区分 (mm)

厚さ

 ・　

 ※ 鋼板製(　　　)種  ・ 0.6

 ・ 0.8

 ・ 有

 ・ 無

材質の種類（　　　　　　　）

塗膜の耐久性の種類、めっき付着量等（　　　　　　）

断熱材　　　・ 有り（種別：　　　　厚さ(mm)：　　　　防火性能：　　時間）

　　　　　　・ 無し

工法

　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

　　・ 図示による　　　　・　

　大雪性能に応じた工法

　　・ 適用する（・ 図示　　　・　　　　　）　　・ 適用しない

折板のけらば納め　　※ けらば包みによる方法　　　・　

　・長尺カラー鉄板　保証期間 5年

　・折　板　　　　　保証期間 10年

　・ガルバリウム等　保証期間 10年

粘土瓦葺  3 材料

施工箇所
種類

製法による区分 形状による区分寸法による区分
大きさ 産地 役物瓦

の種類
雪止め瓦
の使用

JIS A 5208に基づく凍害試験　　・ 行う　　　※ 行わない

棟補強等に使用する金物等　材質　・ ステンレス製

　　　　　　　　　　　　　　　　・ 溶融亜鉛めっき処理を行った鋼製

　　　　　　　　　　　　　形状　・　

　　　　　　　　　　　　　長さ　・　

　　　　　　　　　　　　　径　　・　

瓦緊結用釘又はねじ　　　　種類　・　

　　　　　　　　　　　　　寸法　※ 幅40×高さ30(mm)以上　　・　

棟補強用心材　　　　　　　材質　※ 杉

　　　　　　　　　　　　　寸法　※ 幅21×高さ15(mm)以上　　・　

瓦桟木　　　　　　　　　　材質　※ 杉

　　　　　　　　　　　　　寸法　・　

　　　　　　　　　　　　　留め付け方法　・　

工法

　建築基準法に基づき定まる風圧力又は地震力に対応した瓦の緊結方法などの工法

　　風圧力　　・ 図示による　　　　・　

　　地震力　　・ 図示による　　　　・　

　瓦緊結用釘又はねじの有効長さの最小値　（　　　）mm

　瓦桟木の留付け工法　　・ 図示による

　棟の工法　　・ 7寸丸伏せ棟又はF型用冠瓦伏せ棟

　　　　　　　・ のし積み棟　　　　・　

　　面戸、雀口、葺土の露出する瓦接合部に仕上げを施す場合

　　　・ モルタルによる　　　　　・ 瓦葺き用しっくいによる

とい  4 材料

　　　　　　　　・ ステンレス鋼板　　・ アルミ既製品

　といの材種　　・ 配管用鋼管(WGP)　 ・ 硬質ポリ塩化ビニル管

　　　　　　　　・ 表面処理鋼板(屋根同材) 

　　　　　　　　・ 表面及び裏面の塗膜の種類（　　　　）

　　　　　　　　・ 耐酸被覆鋼板　　　・　

　とい受金物

　　とい受金物の材種、形状、取付け間隔　　※ 標仕 表13.5.2による　　・　

　　足金物の材種、形状、取付け間隔　　　　※ 標仕 表13.5.2による　　・　

　　・多雪地域の場合の軒どいの取付間隔0.5m以下

　　　　・図示による

　防露材のホルムアルデヒド放散量　　※ Ｆ☆☆☆☆　　　　・　　

工法

・ 鋼管製といの場合の防露巻きの工法
　※ 標仕 表 13.5.4による

(13.5.3)

(13.5.2)(表 13.5.1)

(13.4.3)

(13.4.2)

(13.3.2)(表 13.2.1)

(13.3.3)

(13.2.2)(13.2.3)(表 13.2.1)

(13.2.3)

  5 ルーフドレイン JCW 301によるルーフドレインの種類及び呼び

・ ろく屋根用たて形Ⅰ型

・ ろく屋根用横形Ⅰ型

・ バルコニー中継用

 ねじ込み式

 ねじ込み式

 ・ ねじ込み式

 ・ 差し込み式

 ・ ねじ込み式

 ・ 差し込み式

・ バルコニー用

・ 

種類 施工箇所

(13.5.2)
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金
属
工
事

表面処理

種別 施工箇所（成形板、笠木、建具以外） 色合い等

・ AB-1種

・ AB-2種

・ AC-2種

・ AC-1種

・ BA-1種

・ BA-2種

・ BB-1種

・ BB-2種

・ BC-1種

・ BC-2種

・ C種

・常温乾燥形の塗装の場合（　　　　　　　　　　　　）

陽極酸化被膜の着色方法

　※ 二次電解着色　　　・ 三次電解着色

表面処理

溶融亜鉛めっき ・ Ａ種

・ Ｂ種

・ Ｃ種

・ Ｄ種

・ Ｅ種

・ Ｆ種

電気亜鉛めっき

種別表面処理方法 施工箇所（手すり、タラップ以外）

鉄鋼の亜鉛めっき

アルミニウム及び

アルミニウム合金の

表面処理

  1

  2

(14.2.1)(表 14.2.1)

(14.2.1)

(14.2.2)(表 14.2.2)

保証書

※ 受注者及び施工業者連名で、保証書を提出すること

図面番号
A-03

縮尺
Non

事業名

図面名称

事業主

・ 

・ 

・ 

・ 

呼び

上原水源地　特記仕様書(3)

屋根 0.4フッ素樹脂

下葺材料　　 ・ アスファルトルーフィング 940

・

令和７年度　上原水源地非常用発電機室建設工事

安曇野市上下水道部上水道課



  1

金
属
工
事

召合せ、縦小口包み板の材質　　　　※ 鋼板　　・　

14   3

  4

  5

　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

  6 (14.7.2)(表 14.7.1)

(14.7.2)(表 14.2.1)

(14.7.3)

(14.6.3)

(14.6.3)

(14.6.2)

(14.5.4)

(14.5.3)

(14.4.4)

(14.4.3)

(14.2.2)(表 14.2.1)

15   1 ラス系下地

左
官
工
事

下地の種類

　・ 通気工法　　（・ 二層下地　　　　　　・ 単層下地）

　・ 直張り工法　（・ ラスモルタル下地　　・ ラスシートモルタル下地）

　・ 図示による（外張断熱工法で断熱材の外側に野縁を施工する形式の通気構法を行う場合）

材料

　ラス及び補強用平ラス

　　材料記号（※ K　　　・　　　　　）

　　種類及び単位面積当りの質量

　　　・ 二層下地通気構法

　　　　　 ※ 波形ラス（W700）　　・ こぶラス（K800）　　・ 力骨付きラス（BP700）

　　　・ 単層下地通気構法

　　　　　 ・ リブラスC（RC800）にターボン紙などの裏打ち材と一体化したラス

　　　・ 

　ラスシートの山高、山ピッチ、質量及び溶接ピッチによる区分

　　※ LS4（耐力壁の場合）　

　ステープルの形状及び寸法

　　リブラス　　※ L925TS以上（リブラスC（RC800）の場合）

　　波形ラス　　※ L1019JS以上（波形ラス（W700）の場合）

　　　　　　　　・ 

　　　　　　　　・ 

施工

　二層下地通気構法

　　換気口部の措置　　　※ 講ずる　　　・　

　直張り構法（ラスシートモルタル下地の場合）

　　建築基準法に基づく耐力壁として使用する場合のラスシートの施工

　　　・ 図示による　　　　　・　

  2 材料

その他のボード下地

せっこうボード

せっこうボード、せっこうラスボード及び木質系セメント板の種類及び厚さ

　　せっこうラスボード　　種類（　　　　　　）　厚さ（　　　　mm）

　　せっこうボード　　　　種類（　　　　　　）　厚さ（　　　　mm）

　　木質系セメント板　　　種類（　　　　　　）　厚さ（　　　　mm）

  3 こまい下地 建築基準法に基づく耐力壁の指定　　・ なし　　　　・ あり

モルタル塗り  5

  4 木ずり下地 材料

木ずり用小幅板の樹種　　※ 杉（心去り材）　・　

モルタル　　　・ 現場調合材料　　　　・ 既調合材料

既製目地材

　・ 設ける　施工箇所（　　　　）　　形状（・ 図示　　　・　　　　　　）

　・ 設けない

床の目地

　・ 設ける　目地割　※ 2㎡程度（最大目地間隔3m程度）　　・　

　　　　　　 種類　　※ 押し目地　　　・　

　・ 設けない

外装タイル張りの下地等の下地モルタル塗り及び下地調整塗材塗りの接着力試験

　・ 行う　　　　　・ 行わない

(15.2.5)

(15.2.4)

(15.2.4)

(15.2.4)

(15.2.6)

(15.2.7)

(15.3.2)

(15.3.2)

(15.3.5)

(15.3.5)

  6

マスチック塗材塗り 種別　・ Ａ種　・ Ｂ種

下地の種類（　　　　　　）しっくい塗り  8

  7

・ 標仕 15.10.1による場合以外の下地への適用（　　　　　　　　　　）

材料

　・ 標仕 15.10.2(1)(ｱ)、(ｲ)による

　　 色しっくい　　　・ 適用する　　　・ 適用しない

　・ 　

調合及び塗厚

　既調合しっくい　　　※ 標仕 15.10.3(1)による

　現場調合しっくい　　※ 標仕 15.10.3(2)による

　　　　　　　　　　　・　

　　　　　　　　　　　・　

既調合しっくいの上塗り仕上げ工法

　・ なで切り仕上げ　　　・ パターン仕上げ

こまい壁塗り  9 材料

　土壁用ののりの種類　　※ つのまた　　　　・ ふのり

　　　　　　　　　　　　・ ぎんなんそう　　・ 粉末海藻

　砂壁用ののりの種類　　・ つのまた　　　　※ ふのり

　　　　　　　　　　　　・ こんにゃくのり　・ にかわ　・ 合成高分子系混和剤

　色土の種類　　・ 土物仕上げ（　　　　　）

　　　　　　　　・ 大津仕上げ（　　　　　）

　色砂の種類　　・ 天然砂と岩石の砕砂

　　　　　　　　・ 人工的に着色・製造したもの

調合　下塗りの調合　※ 標仕 表15.11.2による　 ・　

塗厚　※ 標仕 表15.11.8による

　　　　　 ・ 図示による　　　・　

　　　・ 建築基準法に基づく耐力壁の指定がある場合

工程　こまい壁　※ Ａ種　　・ Ｂ種

土物仕上げの工法

　・ 土物仕上げの工法

　　　 ・ 水こね土物1工法　　　・ 水ごね土物2工法

　　　 ・ のりさし土物工法　　 ・ のりごね土物工法

　・ 砂壁仕上げの工法

　・ 切返し仕上げの工法

大津壁仕上げの工法

　・ 普通大津仕上げ工法　　　・ 大津みがき工法

ちりじゃくり　　　・ 図示による　　　・　

ロックウール吹付け 10 (15.12.2)

(15.12.3)

ロックウールのホルムアルデヒド放散量　　　※ Ｆ☆☆☆☆　　・　

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　　　　※ Ｆ☆☆☆☆　　・　

仕上げ吹付け厚さ(mm)　　　　　　　　　　　※ 図示による　　・　

(15.11.7)(15.11.8)

(15.11.8)

(15.11.7)

(15.11.5)(表 15.11.9)

(15.11.4)

(15.11.3)

(15.11.2)

(15.10.4)(表 15.10.5)

(15.10.3)(表 15.10.1～表 15.10.4)

(15.10.2)

(15.10.1)

(15.7.2)(表 15.7.1)
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建
具
工
事

防火戸 (16.1.3)・ 建具表による　　　・　

・ 防火戸の自動閉鎖機構及び防火戸について、連動させる装置等

　 　・ 建具表による　　　・　

見本の製作等 (16.1.4)建具見本製作　　　・ 行う（建具符号：　　　　）　※ 行わない

特殊な建具の仮組　・ 行う（建具符号：　　　　）　※ 行わない

  2

防犯建物部品  3 ※ 適用する（適用箇所　・ 建具表による　・　　　）　　　・適用しない (16.1.6)

  4 アルミニウム製建具 性能値等（建具符号、枠の見込み寸法は建具表による）

　耐風圧性等級、気密性等級、水密性等級

　　・ 建具表による　　　・ 図示による

　外部に面する建具の種別

　　※ 標仕 表16.2.1、表16.2.2による

　　　　 ・ A種　・ B種　・ C種　・ D種　・ E種　

　　・　

　・ 防音ドア、防音サッシとする場合　　遮音性の等級（・　　　　　　　）

　・ 断熱ドア、断熱サッシとする場合　　断熱性の等級（・　　　　　　　）

表面処理

軽量鉄骨天井下地 野縁等の種類

　屋内（※ 19 形　・ 25 形）

　屋外（※ 25 形　・ 19 形）

・屋外の場合の形式及び寸法

　　野縁受、つりボルト、インサートの間隔及び周辺部端からの距離

　　野縁の間隔

工法

　　　・ 図示による　　　　　・　

　　　・ 図示による　　　　　・　

　・つりボルトの間隔が900mmを超える場合

　・天井のふところが3.0mを超える場合

　・天井下地材における耐震性を考慮した補強

　・屋外の軒、ピロティ等の天井における耐風圧性を考慮した補強

スタッド、ランナ等の種類

スタッドの高さが 5.0ｍ を超える場合

出入口及びこれに準ずる開口部の補強

軽量鉄骨壁下地

　　　補強方法　・ 図示による　　　　・　

　　　補強箇所、補強方法　・ 図示による　　　　・　

　　　補強箇所、補強方法　・ 図示による　　　　・　

　　　補強方法　・ 図示による　　　　・　

　※ 標仕 表14.5.1 によるスタッドの高さによる区分に応じた種類

　・ 図示による

　・ 図示による　　　　　・　

　※ 標仕14.5.4(5)による　　　・ 図示による

金属成形板張り

表面処理　　・ 図示による　　　・　

種別　　　　・ 図示による　　　・　

表面処理　　・ 図示による　　　・　

取付け用下地　　※ 標仕14.4による　　・ 図示による

伸縮調整継手　　・ 設ける（施工箇所　・ 図示　　　・　　　　　）

　　　　　　　　※ 設けない

アルミニウム製笠木 部材の種類

　・ 250形　　・ 300形　　・ 350形

表面処理　　種別（　　　　）種

笠木の固定金具の工法等

　　・ 図示による　　　　　・　

建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

　※ Ｆ☆☆☆☆　　　・　

材料

仕上塗材仕上げ

 ・ 外装薄塗材Ｓi  ・ 砂壁状

 ・ ゆず肌状

呼び名 仕上げの形状 工　法

・ 薄付け仕上塗材

防火材料

 ・適用する

 ・適用しない

 ・ さざ波状

 ・吹付け

 ・ﾛｰﾗｰ塗り

 ・ 砂壁状

 ・ ゆず肌状

 ・ 可とう形外装薄塗材Ｓi  ・適用する

 ・適用しない

 ・ さざ波状

 ・吹付け

 ・ﾛｰﾗｰ塗り

 ※ 外装薄塗材Ｅ  ・ 砂壁状

 ・ ゆず肌状

 ・ 平たん状

 ・ 凹凸状

　　(見上げ面)

 ・適用する

 ・適用しない

 ・ さざ波状

 ・ 着色骨材砂壁状

 ・吹付け

 ・こて塗り

 ・ﾛｰﾗｰ塗り

 ・ 砂壁状

 ・ ゆず肌状

 ・ 平たん状

 ・ 凹凸状

 ・ 可とう形外装薄塗材Ｅ  ・適用する

 ・適用しない

 ・ さざ波状

 ・吹付け

 ・こて塗り

 ・ﾛｰﾗｰ塗り

 ・ 防水形外装薄塗材Ｅ  ・ ゆず肌状

 ・ さざ波状

 ・ 凹凸状

 ・適用する

 ・適用しない

 ・ 内装薄塗材Ｃ

 ・ 内装薄塗材Ｌ

 ・ 凹凸状

 ・ 平たん状

 ・ ゆず肌状

 ・ さざ波状

 ・ 砂壁状じゅらく

 ・ ゆず肌状

 ・ 平たん状

 ・ 凹凸状

 ・ さざ波状

 ・ 京壁状じゅらく

 ・ ゆず肌状

 ・ 平たん状

 ・ 凹凸状

 ・ 内装薄塗材Ｗ

 ・ 内装薄塗材Si

 ・ 内装薄塗材Ｅ

 ・吹付け

 ・こて塗り

 ・ﾛｰﾗｰ塗り

 ・吹付け

 ・こて塗り

 ・ﾛｰﾗｰ塗り

 ・吹付け

 ・こて塗り

 ・適用する

 ・適用しない

 ・適用する

 ・適用しない

 ・適用する

 ・適用しない

 ・適用する

 ・適用しない

 ・適用する

 ・適用しない

 ・ 外装薄塗材Ｓ  ・ 砂壁状  ・吹付け

 ・適用しない

 ・適用する

 ・適用する

 ・適用しない

 ・吹付け
 ・ﾛｰﾗｰ塗り

 ・ 外装厚塗材Ｃ

呼び名 仕上げの形状 工　法

 ・ 吹放し

 ・ 凸部処理

 ・ 平たん状

 ・ 凹凸状

 ・ ひき起こし

 ・ かき落とし

 ・ 吹放し

 ・ 凸部処理

 ・ 平たん状

 ・ 凹凸状

 ・ ひき起こし

 ・ 外装厚塗材Si

 ・ 外装厚塗材Ｅ

・ 厚付け仕上塗材

 ・吹付け

 ・こて塗り

 ・適用する

 ・適用しない

 ・吹付け

 ・こて塗り

 ・ﾛｰﾗｰ塗り

 ・適用する

 ・適用しない

 ・ 内装厚塗材Ｃ  ・ 吹放し

 ・ 凸部処理

 ・ 平たん状

 ・ 凹凸状

 ・ ひき起こし

 ・ かき落とし

 ・ 平たん状

 ・ 凹凸状

 ・ ひき起こし

 ・ かき落とし

 ・ 平たん状

 ・ 凹凸状

 ・ ひき起こし

 ・ かき落とし

 ・ 吹放し

 ・ 凸部処理

 ・ 平たん状

 ・ 凹凸状

 ・ ひき起こし

 ・ 内装厚塗材Ｅ

 ・ 内装厚塗材Si

 ・ 内装厚塗材Ｇ

 ・ 内装厚塗材Ｌ

 ・吹付け

 ・こて塗り

 ・こて塗り

 ・こて塗り

 ・吹付け

 ・こて塗り

 ・ﾛｰﾗｰ塗り

 ・適用する

 ・適用しない

 ・適用する

 ・適用しない

 ・適用する

 ・適用しない

 ・適用する

 ・適用しない

 ・適用する

 ・適用しない

 ・適用する

 ・適用しない

 ・適用する

 ・適用しない

 ・適用する

 ・適用しない

吸放湿性

吸放湿性

防火材料

　　外装厚塗材Ｃにおける上塗材がセメントスタッコ以外の場合

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　外装厚塗材Si、外装厚塗材Ｅにおける上塗材の適用

　　　・ 適用する　　　　　・ 適用しない

・ 複層仕上塗材

・ 軽量骨材仕上塗材

 ・ 複層塗材ＣＥ

 ・ 複層塗材Ｓi

 ・ 複層塗材Ｅ

 ・ 防水形複層塗材ＣＥ

 ・ 防水形複層塗材ＲＥ

 ※ 防水形複層塗材Ｅ

 ※ 耐候形3種

 ・

耐候性工　法

 ・吹付け

 ・ﾛｰﾗｰ塗り

 ・吹付け

 ・ﾛｰﾗｰ塗り

 ・吹付け

 ・ﾛｰﾗｰ塗り

 ・ 凸部処理

 ・ 凹凸状

 ・ ゆず肌状

 ・ 凸部処理

 ・ 凹凸状

 ・ ゆず肌状

 ・ 凸部処理

 ・ 凹凸状

 ・ ゆず肌状

仕上げの形状呼び名

 ・ 複層塗材ＲＥ

 ・ 可とう形複層塗材ＣＥ

 ※ 耐候形3種

 ・

 ・ 吹付用軽量塗材

 ・ こて塗用軽量塗材

 ・ 砂壁状

 ・ 平たん状

 ・吹付け

 ・こて塗り

 ・適用する

 ・適用しない

 ・適用する

 ・適用しない

 ・適用する

 ・適用しない

 ・適用する

 ・適用しない

 ・適用する

 ・適用しない

 ※ 耐候形3種

 ・

防火材料

　複合仕上げ塗材の上塗材

　　樹脂　　・ アクリル系　　・ シリカ系　　　・ ポリウレタン系

　　　　　　・ アクリルシリコン系　　・ ふっ素形

　　溶媒　　・ 溶剤系　　　・ 弱溶剤系　　　・　水系

　　外観　　・ つやあり　　・ つやなし　　　・ メタリック

(16.2.2)

(16.2.4)

　　着色　・ 標準色　　　・ 特注色

ステンレス鋼板の種類　　※ SUS304、SUS430J1L 又は SUS443J1　　　　・　

ステンレス製くつづりの仕上げ　　※ HL　　　　・　

木下地の内付け建具　　・ 適用する（建具の製造所の仕様）　　・ 適用しない

結露水の処理方法　　　・ 図示による　　　　・　

水切り板、ぜん板　　　・ 図示による　　　　・　

網戸  5 防虫網の材料

 ※ 0.25mm以上・ 防虫網  ・ 合成樹脂製

 ※ ガラス繊維入り合成樹脂製

 ・ ステンレス製（SUS 316）

 ※ 16～18ﾒｯｼｭ

種　類 材　質 線　径 網　目

 ・  ・ 

(16.2.3)

(16.2.5)

(16.2.5)

(16.2.4)

(16.2.4)(16.4.4)

(16.2.3)(16.6.3)

(表 14.2.1)

　外部に面する建具

　　種別　・ BB-1種　　　・ BB-2種

　　着色　・ 標準色　　　・ 特注色

　屋内の建具

　　種別　・ BC-1種　　　・ BC-2種

(表 14.2.1)

樹脂製建具 性能値等（建具符号、枠の見込み寸法は建具表による）

　耐風圧性等級、気密性等級、水密性等級

　　・ 建具表による　　　・ 図示による

　　　　 ・ A種　・ B種　・ C種　・ D種　・ E種　

　外部に面する建具の種別

　　※ 標仕 表16.3.1、表16.3.2による

　　・　

　・ 防音ドア、防音サッシとする場合の遮音性の等級　　・ T-1種　　　　・ T-2種

　・ 断熱ドア、断熱サッシとする場合の断熱性の等級

　　　 ※ 外部に面する建具は標仕 表16.3.3による

　　　 ・　

　　　　 （等級・　　　　　　）

　外部に面する建具の日射熱取得性の等級　　・　

ガラス　　※ 複層ガラス　　　・　　　　　・　

ステンレス製くつづりの仕上げ　　※ HL　　　　・　

表面色　　・ 標準色　　　・ 特注色

水切り板、ぜん板　　　・ 図示による　　　　・　

木下地の内付け建具　　・ 適用する（建具の製造所の仕様）　　・ 適用しない

鋼製建具

　簡易気密型ドアセットの気密性等級、水密性等級

　外部に面する建具の耐風圧性（表 16.2.1による）

　　・ S-4　　　・ S-5　　　・ S-6

　・ 防音ドア、防音サッシとする場合　　遮音性の等級（・　　　　　　　）

　・ 断熱ドア、断熱サッシとする場合　　断熱性の等級（・　　　　　　　）

標準型鋼製建具の有効内法寸法（表 16.4.5による）

　・ 適用する（建具符号、形式及び寸法は建具表による）

  6

  7

　　※ 標仕 表16.4.1　　　　・ 建具表による

　・ 耐震ドアとする場合　　　　面内変形追随性の等級（・　　　　　　　）

鋼板類の厚さ(mm)　　　　　　　　　※ 標仕 表16.4.2による

ステンレス製のくつづりの仕上げ　　※ HL　　　・　

ステンレス鋼板の種類　　※ SUS304、SUS430J1L 又は SUS443J1　　　・　

点検口の類のくつづりの材料　　　　・　　

  8 鋼製軽量建具 性能値等（建具符号は建具表による）

性能値等（建具符号は建具表による）

　簡易気密型ドアセットの気密性等級　　・ A-3　　　・ 建具表による

　・ 耐震ドアとする場合　　　　面内変形追随性の等級（・　　　　　　　）

　・ 防音ドア、防音サッシとする場合　　遮音性の等級（・　　　　　　　）

　・ 断熱ドア、断熱サッシとする場合　　断熱性の等級（・　　　　　　　）

鋼板の種類

　・ 亜鉛めっき鋼板　　・ ビニル被覆鋼板　　・ カラー鋼板　　・ ステンレス鋼板

(16.3.2)

(16.3.3)

(16.3.4)(16.4.4)

(16.3.4)

(16.3.5)(16.2.5)

(16.3.5)(16.2.5)

(16.4.2)

(16.4.3)(16.6.3)

(16.4.3)

(16.4.4)

(16.4.4)

(16.4.6)

(16.5.2)

(16.5.3)

(16.5.3)

ステンレス製のくつづりの仕上げ　　※ HL　　　・　

　・ 適用する（建具符号、形式及び寸法は建具表による）

鋼板の厚さ(mm)　　　　　　　　　　※ 標仕 表16.5.1による　　・ 図示による

標準型鋼製軽量建具の有効内法寸法（表 16.4.5による）

性能値等（建具符号は建具表による）ステンレス製建具  9

　耐風圧性等級、気密性等級、水密性等級　　・ 建具表による　　・　

　外部に面する建具の耐風圧性（表 16.2.1による）

　　・ S-4　　　・ S-5　　　・ S-6

　・ 耐震ドアとする場合　　　　面内変形追随性の等級（・　　　　　　　）

　・ 防音ドア、防音サッシとする場合　　遮音性の等級（・　　　　　　　）

　・ 断熱ドア、断熱サッシとする場合　　断熱性の等級（・　　　　　　　）

ステンレス鋼板の種類　　※ SUS304、SUS430J1L 又は SUS443J1　　　・　

表面仕上げ　　　　　　　※ HL　　　・　

ステンレス鋼板の曲げ加工　　　　　※ 普通曲げ　　・ 角出し曲げ

ステンレス製のくつづりの仕上げ　　※ HL　　　　　・　

(16.5.4)

(16.5.4)(16.4.4)

(16.5.6)

(16.6.2)

(16.6.3)

(16.6.4)

(16.6.4)(16.4.4)

(16.6.5)

(16.7.2)(表 16.7.1)

(16.7.2)

(16.7.2)

(16.7.2)(表 16.7.2)

(16.7.3)

(16.7.4)

(16.7.2)(16.7.3)(表16.7.7)

(16.7.2)(表16.7.3)(16.7.3)

(表16.7.7)(16.7.4)(表16.7.10)

木製建具 10

・フラッシュ戸

　表面材の合板の種類

・普通合板 接着の程度

　※水掛り箇所１類、その他２類以上

　・

板面の品質　※広葉樹１等　

・（　　　　　　　　　　　　　　　）

接着の程度

　※水掛り箇所１類、その他２類以上

　・

板面の品質　※広葉樹１等　

・（　　　　　　　　　　　　　　　）

接着の程度

　※水掛り箇所１類、その他２類以上

　・

板面の品質　※広葉樹１等　

・（　　　　　　　　　　　　　　　）

・（　　　　　　　　　　　　　　　）

・ＭＤＦ

・特殊加工化粧合板

・天然木化粧合板

合板の種類 備　考表面材の品質等

表裏面の状態による区分（　　　　　）

曲げ強さによる区分（　　　　　　　）

接着剤による区分（　　　　　　　　）

難燃性による区分（　　　　　　　　）

・かまち戸

　　かまち樹種（　　　　）　　鏡板樹種（　　　　）

・ふすま

建具材の加工、組立時の含水率　　　　※ Ａ種　　　　・ Ｂ種

枠、くつずりの材料　　　　　　　　　・ 建具表による　　　・　

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　※ Ｆ☆☆☆☆　　　　・　

　表面板の厚さ　　※ 標仕 表16.7.6による

　表面材のホルムアルデヒド放散量　　　※ 標仕 16.7.2(ｲ)(a)による　　　・　

　引戸の定規縁　　・ 召し合せかまちいんろう付きとする

　　見込み寸法　※36mm　　・ 建具表による　　・　

　　種別、工法　　・ Ⅰ型　　・ Ⅱ型

　　上張り　　　　・ 鳥の子　・ 新鳥の子又はビニル紙程度

　　縁仕上　　　　・ 塗り縁　・ 生地縁（素地）　・ 生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

　　見込み寸法　※ 19.5mm　　・ 建具表による　　・　

図面番号
A-04

　　　　　　色合等　　・ 標準色（　シルバー　）

　　　　　　　　　　　・ 特注色（　　　　　　）

縮尺
Non

事業名

図面名称

事業主

上原水源地　特記仕様書(4)

T-2

令和７年度　上原水源地非常用発電機室建設工事

安曇野市上下水道部上水道課



・ フロート板ガラスの品質及び厚さの呼びによる種類

　 　※ 図示（※ 建具表　　・　　　　）による　　　・　

(16.7.2)(16.7.3)(表16.7.7)(16.7.4)

(16.7.3)(表16.7.7)

(16.8.2)

(16.8.3)

(16.8.4)

(16.9.2)

(16.9.2)

(16.9.2)

(16.9.2)

・ ｱﾙﾐﾆｳﾑﾀｲﾌﾟ

・ ﾌｧｲﾊﾞｰｸﾞﾗｽﾀｲﾌﾟ

　・ 125

　・ 100

　・ 75

　・ 50

 ・ チェーン式

 ・ 電動式

 ・ スタンダード形

 ・ ローヘッド形

 ・ ハイリフト形

 ・ バーチカル形

 ・ ステンレス鋼板

　　（SUS 304）

セクション材料
風圧力

区分(Pa)
開閉方式 収納形式 ガイドレール

区分、材料

電動式の場合の障害物感知装置の設置場所　・ 図示（　　　　　　）

ガラス 18 適用は以下によるほか、ガラスの種類、厚さの組合せは建具表及び図示による

・ 型板ガラスの厚さによる種類

・ 網入板ガラス及び線入板ガラス　網又は線の形状、板の表面の状態、厚さの呼びによる種類

・ 合わせガラス

　 材料板ガラスの種類、厚さの組合せ、合わせガラスの合計厚さ、特性による種類

　 形状による種類、材料板ガラスの種類による名称（呼び厚を含む）、特性による種類

・ 強化ガラス

・ 熱線吸収板ガラス　板ガラスによる種類、厚さによる種類、性能による種類

　 　※ 図示（※ 建具表　　・　　　　）による　　　・　

　 　※ 図示（※ 建具表　　・　　　　）による　　　・　

　 　※ 図示（※ 建具表　　・　　　　）による　　　・　

　 　※ 図示（※ 建具表　　・　　　　）による　　　・　

　 　※ 図示（※ 建具表　　・　　　　）による　　　・　

・ 複層ガラス

　 及び日射遮蔽性による区分、乾燥気体の種類

　 材料板ガラスの種類、厚さの組合せ、複層ガラスの厚さ、断熱性による区分、日射取得性

　 　※ 図示（※ 建具表　　・　　　　）による　　　・　

・ 熱線反射ガラス

　 材料板ガラスの種類、厚さによる種類、日射遮蔽性及び耐久性による区分

　 　※ 図示（※ 建具表　　・　　　　）による　　　・　

・ 倍強度ガラス　材料板ガラスの種類、厚さによる種類

　 　※ 図示（※ 建具表　　・　　　　）による　　　・　

ガラス留め材及び溝の大きさ

ガラスの留め材 ガラス溝の大きさ(mm)

 アルミニウム製

建具の種類

 ※ シーリング材

 ・ 建築用ガスケット

 　 ・　

 ・ 建築用ガスケット 樹脂製

 鋼製及び鋼製軽量  ※ シーリング材

 ※ シーリング材

 ・ 

 ・ 

 ステンレス製

 　 ・ グレイジングビード

 　 ※ グレイジングチャンネル

 ※ 建具の製造所の仕様による

 ・ 

 ※ 建具の製造所の仕様による

 ・ 

 ※ 建具の製造所の仕様による

 ・ 

 ※ 建具の製造所の仕様による

 ・ 

(16.14.2)(16.14.3)(図 16.14.1)

(16.14.2)

(16.13.2)(16.13.3)

(16.10.3)

(16.11.2)

(16.11.2)

(16.11.2)

(16.11.2)

(16.11.3)

(16.11.3)(16.6.3)ステンレス鋼板の種類　　※ SUS304、SUS430J1L 又は SUS443J1　　・　

(16.12.2)(表16.12.1)

(16.12.3)

(16.12.4)

・ 正方形  ※ 8～15

 ※ 15～25

 外側

 ※ 15以下

 内側

 ※ 6以上

 ・　

 ※ 6m以下ごと

　　に10～25

 ・ 図示

 ・ 

平積み 曲面積み

目地幅(mm) 伸縮調整目地

位置(mm)

色調

ｸﾘﾔ 乳白
表面形状 呼び寸法(mm) 厚さ

(mm)

 ・160×160 　95 　・　 　・　

 ・200×200 　95 　・　

　・　

　・　

　・　

・ 長方形  ・ 

 ・ 

　・　

　・　

　・　

　・　

材料ガラスブロック積み 19

　壁用金属枠及び補強材

　　・ 設ける（形状　・ 図示　　　　・　　　　　　）

　　・ 設けない

　力骨　材質　※ ステンレス鋼（SUS304）　　　・　

　　　　形状　※ はしご形状複筋及び単筋　　　・　

　　　　寸法　※ 径5.5mm　　　　　　　　　　 ・　

　金属製化粧カバー　材質　・ ステンレス製　・ アルミニウム製

　　　　　　　　　　寸法　・ 図示による　　・ 

　　　　　　　　　　形状　・ 図示による　　・ 

　工法

　　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

　　　・ 図示による　　　　・　

　木下地の場合の壁用金属枠の取付け間隔（　　　　　　　　）

　目地部の横力骨の納まり

　　※ ガラスブロック製造所の仕様による　　・ 図示による

ガラス用フィルム

（内張り用）

・ 日射調整フィルム/ガラス貫通防止フィルム

・ ガラス貫通防止フィルム

・ 日射調整フィルム/ガラス飛散防止フィルム

・ ガラス飛散防止フィルム　　

用途による区分

品質　JIS A5759 による　　

・ SC-A/SF-A    ・ SC-B/SF-A　

※ SF-A

・ SC-A/GS-A･B　・ SC-B/GS-A･B　

※ GS-A･B

記号 18

(16.14.5)

(16.14.5)

性能 (17.1.3)  117

カー

テ
ン
ウ
ォー

ル
工
事

取付方法、性能等

 ・ Ａ-３

 ・ Ａ-４

 ・ Ｗ-４

 ・ Ｗ-５  ・ 70

 ・ 60

 ・ 80 ・ 0.5

 ・  

 ・ 1.0

 ・  

 ・ Ｈ-２

 ・ Ｈ-３

 ・ Ｈ-４

 ・ Ｈ-５

 ・ Ｔ３

 ・ Ｔ４

 ・ Ｔ５

耐震性能
耐風性能 水密性 気密性 耐火性

（℃）
差性

耐温度

遮音性 断熱性水平方向
(kH)

垂直方向
(kV)

性能の確認方法及び判定方法

　※ 性能の確認及び判定方法が確認できる適切な資料

　・ 　

カーテンウォール

メタル  2

適用は以下によるほか、カーテンウォール図による

金属系材料の種類

　・ アルミニウム材　　・ 鋼材　　・ ステンレス鋼材

　　（アルミニウム材の場合）

　　　規格等　　標仕16.2.3による

　　　種別　　・　

　　　着色　　・ 標準色　　・ 特注色

シーリング材（ガラスの取付けは除く）

　下表以外は標仕 表9.7.1による

被着体の組合せ
シーリング材の種類

記　号 主成分による区分

ガラスの取付け材料

　・ 構造ガスケット　（材質、形状等　・ 図示　　・　　　　　）

　・ シーリング　　　（種類：　　　　　　　　　　　　　　　 ）

断熱材

　厚さ(mm)（　　　）

　施工箇所　　・ 図示による　　　・　

形状及び仕上げ

　見え掛り部の仕上げ　　・　

　種類　　（　　　　　　　　）

　製品の寸法許容差　　　※ 標仕 表17.2.1による　　・　

　ガラス溝の寸法、形状等　　※ カーテンウォールの製造所の仕様　・　

取付け

　躯体付け金物の取付け位置の寸法許容差

　　※ 標仕 表17.2.2による　　・ 図示による

　カーテンウォール部材の取付け位置の寸法許容差

　　※ 標仕 表17.2.3による　　・ 図示による

ガラスの取付け方法

　・　

ＰＣカーテンウォール  3 適用は以下によるほか、カーテンウォール図による

材料

　コンクリート　種類（　　　　）

　　　　　　　　品質　設計基準強度（Fc）　※ 30N/mm2　　・　

　　　　　　　　　　　スランプ　　　　　　※ 12cm　　　 ・　

　　　　　　　　　　　気乾単位容積質量　　・ 普通コンクリートの場合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2.1t/m3を超え2.5t/m3以下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　

　　　　　　　　　　　単位水量の最大値　　※ 185kg/m　　・　

　鉄筋　　　　　種類記号　　※ SD295　　・　

　　　　　　　　網目寸法　　・　

　補強鉄線　　　径(mm)　　　・ 3.2　　・ 4.0　　・ 5.0　　・ 6.0

シーリング材　　下表以外は標仕 表9.7.1による

被着体の組合せ
シーリング材の種類

記　号 主成分による区分

ガラスの取付け材料

　・ 構造ガスケット（材質、形状等　・ 図示　　　・　　　　　）

耐火目地材　　・　

　　　　　施工箇所　　・ 図示による　　　　・　

　　　　　厚さ(mm)（　　　　　　　　）

耐火材　　種類　　（　　　　　　　　）

先付けの材料

　・ 先付け材料の仕上げ材

　　　 ・ 石材（・ 花こう岩　　　・ 大理石　　　・ 　　　　　）

　　　 ・ セラミックタイル

　・ 建具枠

　・ ゴンドラ用ガイドレール

形状及び仕上げ

　製品の見え掛り部の寸法許容差

　　※ 標仕 表17.3.1による

　　・ 上記以外

　　　 辺長（　　　mm）、対角線上の差（　　mm）、版厚（　　mm）

　　　 開口部内法寸法（　　　mm）、ねじれ、そり（　　mm）、曲がり（　　mm）

　　　 面の凹凸（　　　mm）、先付け金物の位置（　　mm）

　カーテンウォールの仕上げ　　・　

　構造ガスケットを用いる場合のアンカー溝の寸法及び寸法許容差(mm)

　　・ 図示による

製作　　配筋　　　・ 図示による　　　・　

取付け

　躯体付け金物の取付け位置の寸法許容差

　　※ 標仕 表17.2.2による　　　・ 図示による

　カーテンウォール部材の取付け位置の寸法許容差

　　※ 標仕 表17.2.2による　　　・ 図示による

ガラスの取付け方法　　　・　

18

塗
装
工
事

(18.1.3)

(18.2.2～18.2.7)(表 18.2.1～表 18.2.7)

(18.3.2)(18.3.3)(表 18.3.1～表 18.3.4)

(18.4.1～18.12.2)(表 18.4.1～表 18.12.1)

(表 18.5.1)

(表 18.7.2)

(表 18.10.1)

(表 18.11.2)

19

内
装
工
事

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　※ Ｆ☆☆☆☆　　・　

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合のゴム床タイル用接着剤の主成分

による区分

　・ 図示による　　　・　

下地の施工　標仕19.2.3(1)(ｱ)から(ｳ)以外の下地の工法

　・ 図示による　　　・　

  1 接着剤等

  2

  3

  4

  5

(19.2.2)

(19.2.3)

(19.2.2)

(19.2.2)

(19.2.2)

(19.2.3)

(19.2.2)(表 19.2.2)

(19.2.2)(19.3.2)(19.5.4)(19.5.5)(19.7.2)(19.9.3)

  6 (19.2.2)

  7 (19.3.2)(表19.3.1)

(表19.3.1)

(19.3.3)

・戸ぶすま

・紙張り障子

　　表面材の種類、品質等（　　　　　）

　　見込み寸法　※ 30mm　　・ 建具表による　　　・　

　　見込み寸法　※ 30mm　　・ 建具表による　　　・　

建具用金物 11 金物の種類・見え掛り部の材質等

金属製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

樹脂製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

木製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセントの取付位置

 12 鍵

自動ドア開閉装置

自動ドア開閉装置の性能

　駆動装置の性能

　　　　防錆の適用　・適用する　　・適用しない

検出装置の性能

・

　車椅子使用者用便房出入口の引き戸用駆動装置の性能

　種類　・光線（反射）センサー　　・熱線センサー　　・音波センサー　　・光電センサー

　　　　・電波センサー　　・タッチスイッチ（・無線式　・光電式）・押しボタンスイッチ

　　　　・車椅子使用者便房スイッチ（・大形（開・閉）押しボタンスイッチ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・非接触スイッチ）

 13

自閉式上吊り引戸装置 14

 15 重量シャッター

　・　

 ・　

 ・　

　※ 標仕 表16.8.2による　　　・　

　※ 標仕 表16.8.3による　　　・　

　※ 標仕 表16.8.4による　　　・　

木製建具に使用する戸車及びレール

　※ 標仕 表16.8.3による　　　・　

　・ 建具表による　　　・　

　※ 標仕 表16.8.1及び適用（備考欄の特記事項も含め）は、建具表による

鍵の製作本数等　　※ 各室３本１組　　・（　　）本　　　　鍵箱　※ 必要　・ 不要

戸の開閉方式　　・ 図示による　　　・　

　　　　防錆の適用　・ 適用する　　・ 適用しない

　　　　防錆の適用　・ 適用する　　・ 適用しない

　　※ 引き戸用駆動装置の場合、標仕 表16.9.2による

　　※ 引き戸用駆動装置の場合、標仕 表16.9.1による

　　※ 引き戸用駆動装置の場合、標仕 表16.9.3による

引き戸用検出装置の種類は、標仕 表16.9.4による

凍結防止装置　　・ 適用する　　・ 適用しない

性能　　　※ 標仕 表16.10.1による　　・図示による

シャッターの種類　・ 管理用シャッター

　　　　　　　　　・ 外壁用防火シャッター

　　　　　　　　　・ 屋内用防火シャッター

　　　　　　　　　・ 防炎シャッター

外壁開口部に設ける重量シャッター　　耐風圧強度（　　　）pa

開閉方式の種類（標仕 表16.11.1）　　※ 電動式（手動併用）　　・ 手動式

安全装置の設置箇所

　鋼板の種類　　　・ JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

　　　　　　　　　・ JIS G 3302（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

　めっきの付着量　　　　　※ Z12 又は F12

　急降下制御装置又は急降下停止装置の設置箇所　　・ 図示による　　・　

　障害物感知装置の設置箇所　　　　　　　・ 図示による　　・　

　危害防止機構の設置箇所　　　　　　　　・ 図示による　　・　

管理用シャッターのシャッターケース　　　・ 設ける　　　　・ 設けない

 16 軽量シャッター 開閉形式　　※ 電動式（手動併用）　　・ 手動式

耐風圧強度（　　　）pa

電動式の場合の安全装置　障害物感知装置の設置箇所　　・ 図示による　　・　

スラットの材質の種類

　・ JIS G 3322（塗装溶融55%アルミニウムー亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

　・ JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

　　　めっきの付着量　※ Z06 又は F06　　・　

　　　めっきの付着量　※ AZ90　　　　　　・　

スラットの種類　　・ インターロッキング形　　・ オーバーラッピング形

オーバーヘッドドア 17

材料  1 屋内で使用する塗料のホルムアルデヒドの放散量　　※ Ｆ☆☆☆☆　・　

・ 防火材料　　・ 屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする

　　　　　　　 ・ 次の箇所を除き防火材料とする（箇所：　　　　　　　　）

素地ごしらえ

 不透明塗料塗りの場合

 透明塗りの場合

 耐候性塗料塗り(DP)の場合

 上記以外の場合
 鉄鋼面

 木部

 亜鉛めっき鋼面

 ﾓﾙﾀﾙ面、せっこうﾌﾟﾗｽﾀｰ面

 ｺﾝｸﾘｰﾄ面（DP）

 押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

 せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面、

 その他のﾎﾞｰﾄﾞ面

 目地：継目処理工法

 目地：継目処理工法以外

 ｺﾝｸﾘｰﾄ面（DP以外）、ALCﾊﾟﾈﾙ面

 ※ Ａ種　・ Ｂ種

 ・ Ａ種　※ Ｂ種

 ・ Ａ種　※ Ｂ種　・ Ｃ種

 ・ Ａ種　・ Ｂ種　※ Ｃ種

 ・ Ａ種　・ Ｂ種

 ・ Ａ種　※ Ｂ種

 ※ Ａ種　・ Ｂ種

 ※ Ａ種　・ Ｂ種

 ・ Ａ種　※ Ｂ種

 ・ Ａ種　※ Ｂ種

 ・ Ａ種　※ Ｂ種

下地面等 種　別

種別  3

種別錆止め塗料塗り

鉄鋼面

 DP

 SOP  A種

 1回目　 C種

 2,3回目 D種

 EP-G

 SOP

 DP

 EP-G

 2,3回目　D種

 A種

 1回目　　C種

 SOP

 DP

 EP-G

 ※ A種　・ B種

 B種

 C種

 SOP

 DP

 SOP

 ・ A種　※ B種

 ・ A種　※ B種

 ・ A種　※ B種

 B種

 C種

亜鉛めっき

 見え掛り部分

 見え隠れ部分

 鋼製建具等

 鋼製建具以外

鋼面

 ※ A種　・ B種

 ※ A種　・ B種

 ・ A種　※ B種

 ・ A種　※ B種

 ※ A種　・ B種

 ※ A種　・ B種

 ・ A種　※ B種

 ・ A種　※ B種

 標仕 表18.3.4

 標仕 表18.3.6

 標仕 表18.3.6

 標仕 表18.3.4

下地面等 錆止め塗料の種別 工程の種別

  4

種別　5 塗装

・ｸﾘﾔﾗｯｶｰ塗り（ＣＬ）

・ｱｸﾘﾙ樹脂系非水分散形塗料（ＮＡＤ）

・合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り（ＥＰ）

・ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り(ＵＣ)

・ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗り（ＯＳ）

・ﾋﾟｸﾞﾒﾝﾄｽﾃｲﾝ塗り

・木材保護塗料塗り（ＷＰ）

・耐候性塗料塗り（ＤＰ）

・つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

　（ＥＰ－Ｇ）

 ・木部（屋外）

 ・木部（屋内）

 ・鉄鋼面

 ・亜鉛めっき鋼面

 ・鉄鋼面

 ・亜鉛めっき鋼面

 ・ｺﾝｸﾘｰﾄ面

 ・押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

 ・ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面等

 ・木部

 ・屋内鉄鋼面

 ・亜鉛めっき鋼面

 屋外

 標仕 表18.4.3

 ※ Ａ種　・ Ｂ種

 ※ Ｂ種　・ Ａ種

 ※ Ｂ種　・ Ａ種

 ※ Ｂ種　・ Ａ種

 ※ Ｂ種　・ Ａ種

 標仕 表18.7.1

 標仕 表18.7.2

 ・ Ａ種

 ・ Ｂ種

 ・ Ｃ種

 ※ Ｂ種　・ Ａ種

 ※ Ｂ種　・ Ａ種

 標仕 表18.8.4

 標仕 表18.8.2

 ※ Ｂ種　・ Ａ種

 ―

 ―

 ※ Ｂ種　・ Ａ種

 ※ Ｂ種　・ Ａ種

・合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗り（ＳＯＰ）

塗　装 種　別

塗料の種類等

　クリヤラッカー塗り（ＣＬ）

　耐候性塗料塗り（ＤＰ）　上塗り塗料の等級　　鉄鋼面　　　　（　　）級

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亜鉛めっき鋼面（　　）級

　ウレタン樹脂ワニス塗り（ＵＣ）

　オイルステイン塗り（ＯＳ）の仕様

　　種別がＡ種の場合における、標仕 表 18.5.1 の工程2

　　　・ 塗料の種類（　　　　　　　）

　　・ 図示による　　　　　　　・　　　

　　種別がＡ種の場合における、改修標仕 表 7.11.1 の工程1の着色　・ 適用する

材料ビニル床シート

 ※ ＦＳ（複層ビニル床シート）  ※ 無地　・ マーブル柄

 ※ 柄物　・ 無地

 ※ 2.0

 ・　

厚さ(mm) 備　考種　類 色　柄

 ・　  ・　

　接合部の処理　　※ 熱溶接工法　　・ 突付け　　・　

ビニル床タイル

 ※ ＫＴ（ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ）

 ・ ＴＴ（単層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ）

 ・ ＦＴ（複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ）

 ・ ＦＯＡ（置敷ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ）

 ・ ＦＯＢ（薄型置敷ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ）

 ・ 無地

厚さ(mm) 備　考

 ※ 2.0

 ・　

 ・ 300×300

 ・ 450×450

 ・ 500×500

色　柄 寸　法種　類

材料

特殊機能床 材料

シート・タイルの種別

 ・ 帯電防止床シート

 ・ 帯電防止床タイル

 ・ 視覚障害者用床タイル

 ・ 耐動荷重性床シート

 ・ 防滑性床シート

 ・ 防滑性床タイル

 厚さ：

 寸法：　　　　厚さ：

 形状：

 厚さ：

 厚さ：

 寸法：　　　　厚さ：

種類 性能 厚さ、寸法、形状(mm)

ビニル幅木 材質の種類　※ 軟質　・ 硬質

高さ(mm)　　※ 60　・ 70　・ 100

厚さ(mm)　　※ 1.5以上　　・ 

　―

　―

　―

　―

Ｇ□

Ｇ□

Ｇ□

ゴム床タイル

厚さ(mm)　　・ 3.0　　・ 4.5　　・ 6.0　　・ 9.0 

種類　　　　・ 単層品　　・ 積層品

色柄　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

寸法(mm)　　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

カーペット敷き ・ 織じゅうたん

　　※　無地（種別　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種）

　色柄、パイル糸の種類等

・ ダブルフェースカーペット

・ アキスミンスターカーペット

・ ウィルトンカーペット  ・適用する

 ・適用しない・ ループパイル

・ カット､ループパイル併用

・ カットパイル

備　考帯電性パイル形状織り方

　　・  柄物（標準品）

　　・  

　下敷き材　※ 反毛フェルト(JIS L 3204)の第2種2号 　呼び厚さ8mm 　　・　　　

　見切り、押え金物

　織じゅうたんの接合方法

　　※シートボンド工法　　　　　・　

　　・適用する（材質、形状等　　・図示　　　　　・　　　　　）

　　・適用しない

図面番号
A-05

 ・ 溶融亜鉛めっき鋼板 ・ バランス式・ ｽﾁｰﾙﾀｲﾌﾟ

　化粧目地モルタルの色（　　　　　白色　　　　）

　シーリング材の種類　（　　　　　白色　　　　）

縮尺
Non

事業名

図面名称

事業主

スラット及びシャッターケース用鋼板

マスターキー　　　・ 製作する　　　　・ 製作しない

上原水源地　特記仕様書(5)

令和７年度　上原水源地非常用発電機室建設工事

安曇野市上下水道部上水道課



・ 薄膜型塗床材
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 ・ タイヤ型

・ ステンレス製（SUS304）

  6

・ 厚膜型塗床材

  8

  9

 10

(19.3.2)(19.3.3)(表19.3.2)

(19.3.2)(19.3.3)

(19.4.2)

(19.4.2)(19.4.3)(表19.4.1～表19.4.8)

(19.5.2)

(19.5.2～19.5.5)

(19.5.2～19.5.5)

(19.5.5)

(19.6.2)(表19.6.1)

(19.7.2)(表 19.7.1)

(19.7.3)

(19.7.3)

(19.7.2)

(19.7.3)(表 19.7.3)

(19.8.2)

(19.8.2)

(19.8.3)

(表19.2.4)

(表19.2.7)

(表19.2.5)

20

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

  1

  2

  3

  4

  5

  7

鏡

寸法（mm）  （ ・ 図示　・　　　　）

厚さ（mm）  （ ※ 5　 　・　　　　）

取付箇所　　（　　　　　　　　　　）  8 (20.2.10)

煙突ライニング

 10

 11 煙突用成形ライニング材

　適用安全使用温度　　・ 650℃　・ 400℃　　・　　℃

工法　　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

(20.2.13)

(20.2.12)

耐震スリット 方　向

・ 垂直方向

・ 水平方向

耐火性能

 ※ 完全（全貫通型）

 ・　

 ・ 耐火型

 ・ 非耐火型

 ・ 有り

 ・ 無し

タイプ 防水性能 備　考

目　地 内壁（幅×深さ） 外壁（幅×深さ）

目地材

目地寸法(mm)  ※ 20×10　　・　

 ・ シーリング材（見え掛かりのみ） ・ シーリング材（内外とも）
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□Ｇ
□Ｇ
□Ｇ
□Ｇ
□Ｇ

ボード表面への化粧張仕上げの有無

ＭＤＦ及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

 ・ 9.5〈準不燃〉・ 化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ(ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ)

・ 化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ(木目)

・ せっこうﾗｽﾎﾞｰﾄﾞ

・ 強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・ ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・ 不燃積層せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・ せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

厚さ(㎜)等種　類

 ・ 12.5〈不燃〉　幅 440mm 程度

 模様（※ 柾目　・ 板目）専用下地材付き

 ・ 9.5　　　・　

 ※ 12.5〈不燃〉　・ 15〈不燃〉　

 ※ 12.5〈不燃〉　・　

 ・ 9.5〈不燃〉　・　

 ※ 12.5〈不燃〉　・ 9.5〈準不燃〉

 ・ 化粧有（トラバーチン模様）

 ・ 化粧無（下地張り用）

 ・ 25（ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包）　　・　

 ・ 25　　・　

・ ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ 32K

・ ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音ﾎﾞｰﾄﾞ 1号

・ ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板  ・ ﾌﾗｯﾄﾀｲﾌﾟ（※ 9〈不燃〉・ 12 ・　）

 ・ 凹凸ﾀｲﾌﾟ（※ 9〈不燃〉・ 12 ・  ）

 ・ 塗装　　・ 10　　・ 12

 ・ 単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲ　　・ ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ

 ・ 10　・ 12　・ 15　・ 18　・　

 ・ 無研磨板　・ 研磨版

□

□・ 単板張りﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ　Ｇ

・ 化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ　Ｇ

 ・ 9　・ 12　・ 15　・ 18　・　

 ・ Ａ級（・天井仕上　・内装仕上　・）□・ ｲﾝｼｭﾚｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ Ｇ

 ・ 内装用　　　・ 外装用

 ・ 2.5　・ 3.5　・5　・ 7　・　

・ ハードボード（化粧）Ｇ□

□

 ・ 2.5　・ 3.5　・5　・ 7　・　

 ・ 研磨板（・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞ）

 ・ 無研磨板（・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞ）

　 （ＭＤＦ）

 ・ 3　・ 7　・ 9　・ 12　・　

・ 普通木片セメント板

・ 硬質木片セメント板

・ 普通木毛セメント板

・ 中質木毛セメント板

・ 硬質木毛セメント板

・ ﾐﾃﾞｨｱﾑﾃﾞﾝｼﾃｨﾌｧｲﾊﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ

・ 火山性ｶﾞﾗｽ質複層板

 ・ 12　・ 15　・ 18　　・ 21　・　

 ・ 15　・ 20　・ 25　　・　　

 ・ 15　・ 20　・ 25　　・　　

 ・ 15　・ 20　・ 25　　・　　

 ・ 30　・ 

 タイプ２(無石綿)　　・ 6　・ 8・ けい酸カルシウム板

・ ハードボード（素地）Ｇ

複層板(VSﾎﾞｰﾄﾞ)

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ製品

材料

他ボード及び合板張り

せっこうボード、その

規格名称

繊維版

ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

吸音材料

火山性ｶﾞﾗｽ質

繊維強化ｾﾒﾝﾄ板

木質系ｾﾒﾝﾄ板

・ タフテッドカーペット

パイル形状 帯電性工　法 備考パイル長(mm)

※ 5～7　・    ・ カットパイル  ※ 全面接着工法  ・適用する

・ ループパイル  ・ グリッパー工法  ・適用しない※ 4～6　・    

・・ カット､ループ併用

　下敷き材　（グリッパー工法の場合）

　　※ 反毛フェルト(JIS L 3204)の第2種2号 　呼び厚さ8mm

　　・　

　見切り、押え金物

・ タイルカーペット

寸法種類 総厚さ(mm) 備考パイル形状 施工箇所

※ 第一種  ※ 500×500  ※ 6.5
 ※ ループパイル

・ 第二種  ・  ・

・ 第一種  ※ 500×500  ※ 6.5
 ・ カットパイル

・ 第二種  ・  ・

・ 第一種  ※ 500×500  ※ 6.5
 ・ カット､ループ併用

・ 第二種  ・  ・

　見切り、押え金物

　タイルカーペットの敷き方　平場　※市松敷き　・模様流し　・　

　　・ 適用する（材質、形状等　　・図示　　　　　・　　　　　）

　　・ 適用しない

　　・ 適用しない

　　・ 適用する（材質、形状等　　・ 図示　　　　　・　　　　　）

　　平場　　※ 市松敷き　　・ 模様流し　　・　

　　階段　　・ 市松敷き　　※ 模様流し　　・　

合成樹脂塗床 合成樹脂塗床材のホルムアルデヒド放散量　　※ Ｆ☆☆☆☆　・　

フローリング張り

単層フローリング Ｇ

フローリングのホルムアルデヒド放散量

厚さ、幅及び長さ

□

・ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ1等  ・

工　法 樹種種　類

 ・

 ・

・ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ1等  ・  ・

 ・

 ・

 ・

 ※ 接着工法

 ※ 接着工法

 ・ 釘留め（直張り）

 ・ 釘留め(根太張り)

厚さ、幅及び長さ

□
・

 ・

工　法 樹種種　類

 ・

 ・ ※ 接着工法

 ・ 釘留め（直張り）

 ・ 釘留め(根太張り)

複合フローリング Ｇ

・ 複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

　（天然木化粧）  ・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

 ・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

 ・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

接着工法の場合の不陸緩衝材

畳敷き 種別

　・Ａ種　　　・Ｂ種　　　・Ｃ種

　・Ｄ種（畳床　・KT-Ⅰ　・KT-Ⅱ　・KT-Ⅲ　・KT-K　・KT-N）

・衝撃緩和型畳

　畳表（JIS A 5902）　　・Ｃ１　　　・Ｃ２

種類

・ 厚膜型塗床材

仕上げの種類

・ 厚膜流し展べ仕上げ

・ 樹脂モルタル仕上げ

施工箇所

　（弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗床材）

　（ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床材）

　（ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床材）

 ※ 平滑仕上げ

 ※ 平滑仕上げ

 ・ 防滑仕上げ

 ・ つや消し仕上げ

 ・ 防滑仕上げ

 ・ 平滑仕上げ

・ 

・ 薄膜流し展べ仕上げ

種　類 工　法

　※ 標仕 19.5.2(2)による　　　・　

　※ 合成樹脂発泡シート　　・　

 ※ 標仕 表19.5.1による

 ※ 標仕 表19.5.3による

 ※ 標仕 表19.5.5による

 ※ 標仕 表19.5.2による

 ※ 標仕 表19.5.4による

 ※ 標仕 表19.5.6による
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　※ Ｆ☆☆☆☆　　　　・　

　・ 有り（種類：　　　　　　　　　）　　・　

天井ボードの重ね張りの張り付け方法（ロックウール吸音板を除く）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

せっこうボードの目地工法

　種類

　せっこうボードのエッジの種類（突付け工法、目透し工法の場合）

　　・ 図示（仕上げ表）による　　・　

　　・ 図示による　　　　　　　　・　

　　※Ｂ種　　　・Ａ種

　せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面の素地ごしらえ及びけい酸ｶﾙｼｳﾑ板面の吸込止めの塗布等の素地ごしらえ

　　※Ｂ種　　　・Ａ種

　コンクリート面の吸込止めの塗布等の素地ごしらえ

　　※Ｂ種　　　・Ａ種

　モルタル面及びプラスター面の吸込止めの塗布等の素地ごしらえ

施工

壁紙の種類

その他塩化
ﾋﾞﾆﾙ

無機質ﾌﾟﾗｽ
ﾁｯｸ

紙
備　考防火性能施工箇所

・

・

・

・

・・

・・

・・

・・

・不燃 ・準不燃 ・難燃

・不燃 ・準不燃 ・難燃

・不燃 ・準不燃 ・難燃

・不燃 ・準不燃 ・難燃

・・・

・・・

・・・

・・・

(織物)

繊維

種類

ホルムアルデヒド放散量　　　※Ｆ☆☆☆☆　　　　・　壁紙張り

材料

　・　

合板のホルムアルデヒド放散量

規　格種　類

 ・行わない

 ・行う

 ・行わない

 ・行う

□・ 特殊加工化粧合板 Ｇ

□

□

 ・行わない

 ・行う

防虫処理

・ 普通合板　Ｇ

・ 天然木化粧合板　Ｇ

 表面性能（　　　　　　　　）

 厚さ（mm）（　　　　　）

 化粧加工の方法（ ・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ　・ﾌﾟﾘﾝﾄ　・塗装　）

 厚さ（mm）（　　　　　）

 化粧板の樹種名（　　　　　　　　　　）

 板面の品質（　　　　　　　　　　）

 表面の樹種名（　　　　　　　　　　）

 厚さ（mm）（　　　　　）
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　※ 標仕 19.7.2(2)(ｲ)のいずれかによる

合板の張付け　　・ Ａ種　　　・ Ｂ種

施工箇所断熱材名 厚さ(mm)

 ※ A種2種ｂ

 ※ A種3種ｂ

 ・　

 ・　

 ・　

種類（記号）

 ・ 

 ※ A種1種 

 ・　

 ・　

 ・　

 ・　

 ・　 ・ 

 ・ 

 ・　

 ・ 

 ・ 

 ・ 

(19.9.3)

・フェノールフォーム断熱材

・硬質ウレタンフォーム断熱材

・押出法ポリスチレンフォーム断熱材

・ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

　（スキン層なし）

・ 断熱材打込み工法断熱材 13

(19.9.4)・ 断熱材現場発泡工法

　フェノールフォームを使用した断熱材及び接着剤のフォルムアルデヒド放散量

　　※ Ｆ☆☆☆☆　　　　・　

　　施工箇所　　　　　・ 図示による　　　・　

　　断熱材の種類　　　・ Ａ種1　　・ Ａ種1H

　　吹付け厚さ(mm)　 ・ 25　　　・30　　

フリーアクセスフロア

・支柱調整式

・置敷式

・ 1.0Ｇ

・ 0.6Ｇ

・ 3,000N

・ 5,000N

・ 帯電防止床ﾀｲﾙ

・ ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ

耐震性能 所定荷重 表面仕上げ材 備  考高さ
(mm)

寸法
(mm)

構造
箇所
施工

・ ・ 

材料等

・ 

耐荷重性能、耐衝撃性能、ローリングロード性能、耐燃焼性能の試験方法

　※ 標仕20.2.2(2)(ｲ)による　　　・　

耐荷重性能、耐衝撃性能、ローリングロード性能、耐燃焼性能の寸法精度

　※ 標仕20.2.2(2)(ｵ)による　　　・　

帯電防止性能　　・Ｕ値（クラス1）　・Ｕ値（クラス2）

漏洩抵抗　　　　・Ｒ≧1×10Ω6　　 ・　

・ ｽﾀｯﾄﾞ式（内蔵）

・ ｽﾀｯﾄﾞ式（露出）

・ ｽﾀｯﾄﾞﾊﾟﾈﾙ式

・ ﾊﾟﾈﾙ式

構造形式による種類
構成基材の種類

ｽﾀｯﾄﾞ ﾊﾟﾈﾙ

 ※ ﾒﾗﾐﾝ樹脂焼付又はｱｸﾘﾙ樹脂焼付け

 ・  壁紙張り

ﾊﾟﾈﾙ表面の仕上げ
遮音性能

(dB/500Hz)

 ・ 0

 ・ 12

 ・ 20

 ・ 28

 ・ 36

材料等可動間仕切

　　※Ｆ☆☆☆☆　　　　・　

パネルの材料のホルムアルデヒド放散量

パネル内に取付ける建具

　・ なし

　・ あり（寸法及び形状　　・ 図示　　・　　　）

(20.2.2)

(20.2.3)

移動間仕切

 ・ 手動式

 ・ 電動式

 ・ 部分電動式

 ・ 36未満

 ・ 36以上 ・ ﾊﾝﾄﾞﾙ式

 ・ ﾌﾟｯｼｭ式  ※ 鋼板  ※ 焼付塗装

 ・壁紙張り

遮音性
(dB/500Hz)材質

ﾊﾟﾈﾙの表面材

仕上げ
操作方法による種類

操作方法
圧縮装置の

材料等

ハンガーレールの取付け下地の補強

　※ 標仕 20.2.4(3)(ｳ)による　　・ 図示による

パネルをランナーに取り付ける部品

ハンガーレール

ランナー

あと施工アンカー

　※ 標仕 20.2.4(3)(ｶ)による　　・ 図示による

　※ 標仕 20.2.4(3)(ｵ)による　　・ 図示による

　※ 標仕 20.2.4(3)(ｴ)による　　・ 図示による

　・ 使用する

　・ 使用しない

　　 　種類：　　　　　　　　材質：　　　　　　　寸法：

トイレブース 材料等

パネル表面材の材質

・ ﾒﾗﾐﾝ樹脂系化粧板

・ ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂系化粧板

脚部の種類

 ※ 幅木タイプ

 ・ 

 ・ アルミニウム製

 ・ ステンレス製

 ・ 表面材と同材

ドアエッジの材質

備考

（市販品）※ 集成材

・ ステンレス

・ 鋼製

・ ﾋﾞﾆﾙ製ﾊﾝﾄﾞﾚｰﾙ

表面仕上げ

・ｸﾘｱﾗｯｶｰ　・　

・HL　・　

・EP-G　・SOP　

直径(mm)

※35　・45

施工箇所種　　別

材料等手すり

階段滑止め 材料等

・ アルミニウム製押出型材

・ 黄銅製押出型材

取付工法

 ※ 接着工法

 ・ 埋込み工法

形状 寸法(mm)

 ・ ひも型

 ・ 

材　種

黒板及び

　ホワイトボード

・ 黒板

種　類

 ※ 焼付け

 ・ ほうろう

寸法(mm) 色　彩

 ・ ｽｸﾘｰﾝ付引分

 ※ 平面　・ 曲面

備　　考

・ ホワイトボード

 ※ 緑 ・ 黒

 ※ 白

(20.2.4)

(20.2.5)

(20.2.6)

(20.2.7)

(20.2.9)材料等

表示

　　形状、寸法（・ 30φ　　　　　　・　　　　　　　 ）

室名札、ピクトグラフ、案内板等の形状寸法材質色、書体、印刷等の種別、取付け形式

  9 (20.2.11)

(20.2.11)

(20.2.11)

・ 衝突防止表示

・ 非常用進入口等の表示等

　　※ 消防法に適合する市販品　　　・　

　・ 図示による　　　　・　

　　材質　　　（・ ステンレス製　　・　　　　　　 　）

タラップ

仕上げ　　　　※ 研磨等の仕上げは行わない　　・　

材料の種類　　※ ステンレス製　　　　　　　　・　

ブラインド 材料等

・横形ブラインド

　材質

　　スラット　　　　　※アルミニウム合金製　　　・　

　　ヘッドボックス　　※鋼製　　　　　・　

　　ボトムレール　　　※鋼製　　　　　・　

縦形ブラインド

　幅、高さ　　　・図示による　　　・　

　操作方法　　　※2本操作コード方式　　・1本操作コード方式

　スラットの材質　　・焼付け塗装仕上げのアルミスラット

　　　　　　　　　　・消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工クロススラット

　スラットの幅　　（　　　　）mm

　種類　　　　　　※ギア式　　　　・コード式　　　　・操作棒式

　幅、高さ　　　　・図示による　　・　

　スラットの幅　　※25mm　　　　　・　

　開閉方式　　　・片引き　　　　　・両備開き

材料等

 ・ ポリエステル

材種

 ・ 

 ・ 

 ・ 図示

 ・ 

取付箇所

 ・ 電動式

 ・ スプリング式

 ・ チェーン式

 ・ 図示

 ・ 

操作方式 幅、高さ

 ・ 1級

 ・ 2級

 ・ 3級

遮光性能品質

ロールスクリーン

カーテン

 13

 14

(20.2.14)

(20.2.15)

・ｼﾝｸﾞﾙ

・ﾀﾞﾌﾞﾙ

・片引き

・引分け

・手引き

・ひも引き

・電動

形式

・つまみひだ

（三つ山ひだ、

　二つ山ひだ）

・箱ひだ、片ひだ

・プレーンひだ

 ・ 図示

取付箇所 備考ひだの種類
方式

開閉操作 生地の種別、

品質、特殊加工等

 ・ 

 ・ 

（暗幕）

 ※ 防炎加工

材料等 (20.2.16)(表20.2.1)

 15 カーテンレール 材料等

レール及びブランケットの強さによる区分

　※ 10-90　　　　・　

レールの材料による区分

　※ アルミニウム及びアルミニウム合金の押出し成型材

　・ ステンレス製

レールの仕上げ　　※アルマイト　　　・　

レールの形状　　　※角形　　　　　　・　

カーテンの付属物　フック（ひるかん）　　　　※鋼製　　　・樹脂製

(20.2.16)

プレキャスト

コンクリート

(20.3.2) 16 補強鉄線の径及び網目寸法　　・ 図示による　　　・　

製作

　コンクリートの設計基準強度

　　※ 水セメント比55%以下、単位セメント量の最小値300kg/m2を満足する調合強度

　　・ 図示による

　取付方法　　・ 図示による　　　・　

　配筋　　　　・ 図示による

間知石及びコンクリー

トブロック積み

材料等

・ 間知石

・ コンクリート間知ブロック

 ・ 花こう岩

 ・ 凝灰岩

 ・ Ｂ

 ・ Ａ

　―　―

　―

材　料 材　種 種　類 質量区分 備　考

工法

　伸縮調整目地　材種　　　※ 図示による　　　・ 　

　　　　　　　　厚さ　　　※ 図示による　　　・ 　

　目塗り　　　　　　　　　※ 図示による　　　・ 　

　積み方　　　　　　　　　※ 谷積み　　　　　・ 布積み

(20.3.3)

(20.3.4)

(20.4.2)

(20.4.3)

 17

溝幅×深さ（mm）　・ 90×150　・ 120×80　　※ 120×150　・ 150×80　・ 図示による　

材質　　・ 集成材（仕上げ：　　　　　）

　　　　・ アルミニウム製　押出し型材（市販品）

　　　　　　 色合い　　　　　　　　 ・標準色（　　　　　）　・特注色（　　　　）

　　　　・ 鋼製（仕上げ：　　　　　）

天井点検口 材　種

・ アルミニウム製

・ 

・450×450

・600×600

寸　法

・一般型 ・屋内外用

・屋内用 ・目地タイプ ・目地タイプ

形　式 外　枠 内　枠

床点検口 材　種

・ アルミニウム製

・ 

・450×450

・600×600

寸　法

・一般型

・密閉型

・屋内外用

・屋内用

備　考

・鍵付き

形　式

・額縁タイプ ・額縁枠タイプ

・　

・　

ブラインドボックス

及びカーテンボックス

 18

 19

 20

目地

図面番号
A-06

 ・ 35mm

縮尺
Non

事業名

図面名称

事業主

　　　　　　 種別（標仕 表14.2.1）　・BC-1種　・BC-2種

目地材の材質は標仕表9.7.1による

 ・ 20×10　　・ 35×15　

上原水源地　特記仕様書(6)

安曇野市上下水道部上水道課

令和７年度　上原水源地非常用発電機室建設工事



・ 硬質ポリ塩化ビニル管

  1 23

樹木の植栽基盤整備

植込み用土

土壌改良材 Ｇ□

  1 植栽地の確認等

  2

  3

  4

(23.1.3)

植
栽
及
び
屋
上
緑
化
工
事

20

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

止水板

施工箇所　　　　・ 図示による

形式　　　　　　・ 差込式　　　・ 据置式　　　・ 壁張り式 22

エキスパンション

・ジョイント金物

 23

備　考材　種 クリアランス 耐火性能

・ アルミニウム製

・ ステンレス製

 ・ 50　・ 100

 ・ 150　・ 

 ・ 有り（　　　時間）

 ・ 無し

 ・ 外部は防水型

くつふきマット 24

・ 塩化ビニル又はゴム製

・ 硬質アルミニウム合金製

・ ステンレス鋼（SUS304）製

外部は防水型とする

・　

 ・ ステンレス鋼（SUS304）

 ・ 硬質アルミニウム合金

 ・　

材　種 受け枠 備　考

流し台ユニット

排水管用材料

※ 遠心力鉄筋コンクリート管

屋外雨水排水21

排
水
工
事

 25

(21.2.1)鋳鉄製ふた

・ 硬質ポリ塩化ビニル管継手

 ・ ＶＵ

 ※ ＶＰ

 ・ RS-VU  Ｇ□
 ・ ＤＶ

 ・ ＶＵ継手

 外圧管(１種)  ・ Ｂ形管

 ・ 

備考呼び径形状種類・記号材　種

 ・ 図示　・　

 ・ 図示　・　

 ・ 図示　・　

 ・ 図示　・　

 ・ 図示　・　

 ・ 図示　・　

基床の厚さ及び種類　　・ 図示による　　・　

硬質ポリ塩化ビニル管の継手に用いる材料　　※ 接着剤　　・ ゴム輪

側塊の形状及び寸法　・ 図示による　　・　

排水桝の種類　　　　・ 図示による　　・　

砂地業に用いる材料　・ シルト　　・ 山砂　　・ 川砂　　・ 砕砂

砂利地業に用いる材料　・ 再生クラッシャラン　　・ 切込砂利　　・ 切込砕石

・ 現場打ちの場合のコンクリート材料　　　※ 普通コンクリート　　・　

　　設計基準強度　　※ 18N/mm2　　　　　 ・　

　　スランプ　　　　※ 15cm又は18cm　　　・　

・ 現場打ちの場合の鉄筋　種類の記号　　※ SD295　　　・　

凍上抑制層に用いる材料　　　・　

　砂を用いる場合の粒度試験　　・ 行う　　・ 行わない

・ 標準仕様書21.2.2(6)(ｵ)の排水桝を現場打ちとする場合の足掛け金物

　・ 幅400mm、径22mmのステンレス製

　・ 径22mmの防錆処理を行った鋼製

　・ 径19mmの成樹脂被覆加工を行ったもの

種類

(21.2.1)(表 21.2.1)

(21.2.2)

(21.2.2)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.2)

鋳鉄製

ﾏﾝﾎｰﾙふた

 ・ 水封形

 ・ 　

種　　類名　称

 ・ 簡易気密形（ﾊﾟｯｷﾝ式）

 ・ 密閉形（ﾃｰﾊﾟ・ﾊﾟｯｷﾝ式）

 ・ 中ふた付密閉形（ﾃｰﾊﾟ・ﾊﾟｯｷﾝ式）

・ Ｔ-  ２用

・ Ｔ-  ６用

・ Ｔ-２０用

 ・有

 ・無

適用荷重 鍵 備　　考

 左記以外の品質等は

 (公社)空気調和衛生

 工学会SHASE-S209

 による

  2

上面形状

・ 鋼製

(21.2.1)グレーチング

形　式 種　類

　　ボルト固定

 ・　

　(横断用)

・ Ｕ字溝用

　(側溝用)

・ 溝ふた

・ 溝ふた

・ 桝ふた用

適用荷重 ﾒﾝﾊﾞｰﾋﾟｯﾁ材　質

※ 細目・ 歩行用
（付着量）
亜鉛ﾒｯｷ

　　ボルト固定

 ・　

　(横断用)

・ Ｕ字溝用

　(側溝用)

・ 溝ふた

・ 溝ふた

・ 桝ふた用

・ 歩行用・ ｽﾃﾝﾚｽ製

・ T-２０用

・ T-１４用

・ T-  ６用

・ T-  ２用

・ T-  ２用

・ T-  ６用

・ T-１４用

・ T-２０用

※ 普通目

・ 細目

　（　　）

・　

・　

　（　　）

・　

・　

・　

・　

 ・ 受枠付き、

 ・ 受枠付き、

・ 凹凸形

・ 平形

・　

・ 凹凸形

・ 平形

  3 材料等

街きょ、縁石、側溝  4 材料

形状、寸法種　類

 ・ 縁石

 ・ Ｌ形側溝

 ・ Ｕ形側溝

 ・ Ｕ形側溝ふた

 ・ 　  ・ 　

 ・ 図示　　　　　　　　・　

 ・ 図示　　　　　　　　・　

 ・ 図示　　　　　　　　・　

 ・ 図示　　　　　　　　・　

(21.3.1)(表21.3.1)

砂地業の材料　　・ シルト　　・ 山砂　　・ 川砂　　・ 砕砂

砂利地業に用いる材料　・ 再生クラッシャラン　　・ 切込砂利　　・ 切込砕石

・ 現場打ちの場合のコンクリート材料　　　※ 普通コンクリート　　・　

　　設計基準強度　　※ 18N/mm2　　　　　 ・　

　　スランプ　　　　※ 15cm又は18cm　　　・　

・ 現場打ちの場合の鉄筋　種類の記号　　※ SD295　　　・　

凍上抑制層に用いる材料　　　・　

　砂を用いる場合の粒度試験　　・ 行う　　・ 行わない

砂利事業の厚さ　　※ 100(mm19　　・ 図示による

(21.3.1)

(21.3.1)

(21.3.2)

(21.3.1)

(21.3.1)

(21.3.1)

埋戻し土  5 ※ B種（標準仕様書 表3.2.1）　　　・　 (21.2.1)

・ コンロ台

・ つり戸棚

・ 水切り棚

　市販品

　ﾊﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ有り

　天板ｽﾃﾝﾚｽ製

　市販品

　市販品

　ｽﾃﾝﾚｽ製

　・１段式　・　

・ 流し台 　市販品

　トラップ付き

　天板ｽﾃﾝﾚｽ製

 ・ 1200

 ・ 1500

 ・ 1800

 ・ 550

 ・ 600

 ・ 650

 ・ 800

 ・ 850

Ｗ Ｄ Ｈ

 ・ 600  ・ 550

 ・ 600

 ・ 650

 ・ 620

 ・ 670

 ・ 1200

 ・ 900

 ・ 450  ・ 500

 ・ 700

 ・ 1200

 ・ 900

 ・ 600

寸　法(mm)
材　種 備　考

品質・性能　JIS A 4420による

形状　　　※ 図示による　　　・　　

旗竿受金物

旗竿

材種　　・ ステンレス製（SUS 304）　　・　

※ ステンレス製（上下式鎖内蔵型）　径 114.3mm　t=2.5mm　H=GL+700mm

　　　　　　　　　　　　　　　　　※ スプリング付　　・　スプリング無し

車止め支柱

フェンス

 26

 27

 28

 29 フェンスの種類　・ ビニル被覆エキスパンドフェンス

　　　　　　　　・ 樹脂塗装メッシュフェンス

　　　　　　　　・ 鋼管フェンス

鋼製書架及び物品棚 30

屋内掲示板 31

　　　　　　　　・ アルミフェンス

高さ　　　　　　・ 図示による　　　・　

種　類 規格等

・ 鋼製書架 JIS S 1039 の規格による

・ 鋼製物品棚

JISによる種類

・ １種　・ ２種　・ ３種

・ ４種　・ ５種　・ ６種

表面の材質　　※ 塩ビ発泡シート張り　　　・　

枠の材質　　　※ アルミニウム製　　　　　・　

材　　種　　・ メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）　　・ 人工大理石　洗面カウンター

奥行き(mm)　・ 約 450　　・ 約 600

 32

・固定式

材　　質 厚さ(mm) 高さ(mm) 備　　考

・可動式

種　　類 材　　質 高さ(mm) 備　　考

防煙垂れ壁

※ 網入り磨板ガラス

・ 線入り磨板ガラス

※ 6.8

・

※ 500

・

アルミ製枠付き

・垂直降下式

　（巻取り型）

※ 不燃布

（不燃認定品）

※ 500

・ 800

ガイドレール

　※ 固定式（壁埋込型）

　・ 可動式（天井収納型）

・回転降下式 鋼板製又はアルミ製

・

※ 500

・ 800

・

表面仕上げ

　※ 天井材張り

　・

収納家具

 33

 34 降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）

合板、集成材、MDF、パーティクルボード等のホルムアルデヒドの放散量

材質形状・寸法         ※ 図示による　　　・　

屋外掲示板 照明器具　（※ 有り　・　無し）　　　施錠　（※ 有り　・　無し） 35

 36 種類　　※ コンクリートブロック製（市販品）

　　　　・ 花こう石類（文字記号等入り）

かぎ箱 形　式　市販品（・ 30 組用　・ 60 組用　・ 120 組用　・　　）

視覚障害者用床タイル ブロックパターンは JIS T 9251 による

色彩は黄色を原則とする

屋　内　※ 塩化ビニル製　・ 磁器又はせっ器質タイル（※ 300　・　　　　）

　　　　・ レジンコンクリート製　　　

屋　外　※ レジンコンクリート製　・ 磁器又はせっ器質タイル（※ 300　・　　　　）

 （誘導用及び

　 　　注意喚起用床材）

 37

 38

　　※Ｆ☆☆☆☆　　　　・　

・ アルミニウム合金製

・　

・ テーパー型

・ 同一断面型

形　式

・ 埋込み式

・ ベース式

・ バンド式・ ハンドル式

・ ロープ式

材　質 高さ(m) 操作方法 固定方法

敷地境界石標

路床の材料

 ・ 盛土

 ・ 凍結抑制層

 標準仕様書 表3.2.1により

 ・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種　　・ Ｄ種

 ※ 再生クラッシャラン　　・ クラッシャラン

 ・ 切込み砂利　　・ 砂

 ・ 図示

 ・ 図示

 ・ 　

 ・ 　

厚さ(mm)種　別 材　料

(22.1.3)(22.2.2)(22.2.3)

透水性舗装に用いるフィルター層の厚さ　　・ 図示による　　　・　

　安定処理の方法　　・ 置き換え工法　　・ 安定処理工法

　添加材料

　　種類　　・ 普通ポルトランドセメント

　　　　　　・ 高炉セメントＢ種

　　　　　　・ フライアッシュセメントＢ種

　　　　　　・ 生石灰（・ 特号　　・ 1号）

　　　　　　・ 消石灰（・ 特号　　・ 1号）

　　添加量を定めるために用いるＣＢＲ（　　　）

試験

　路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　　・ 行う　　・ 行わない

　路床締固め度の試験（現場密度）　　・ 行う　　・ 行わない

　現場ＣＢＲ試験　　　　　　　　　　・ 行う　　・ 行わない

路床安定処理　　　　・ 適用する　　　　・ 適用しない (22.2.2)(22.2.3)

(表22.2.1)

(22.2.4)

(22.2.5)

22

舗
装
工
事

路床  1

  2 路盤 路盤の厚さ　　・ 図示による　　　・　

　　　　　　・ 粒度調整鉄鋼スラグ　　・ 水硬性粒度調整鉄鋼スラグ

　　　　　　※ 再生粒度調整砕石　　　・ クラッシャラン鉄鋼スラグ

路盤材料　　※ 再生クラッシャラン　　・ クラッシャラン　　　　　　・ 粒度調整砕石

アスファルト舗装  3 (22.4.2)アスファルト舗装の構成及び厚さ　　※ 図示による　　　・　

材料

　アスファルト　　※ 再生アスファルト（ ・ 60～80　　・ 80～100）

　　　　　　　　　・ スレートアスファルト

加熱アスファルト混合物の種類 (22.4.4)(表 22.4.4)

 ※ 密粒度アスファルト混合物（13）

 ・ 細粒度アスファルト混合物（13）

 ※ 密粒度アスファルト混合物（13F）

 ・ 一般地域

 ・ 寒冷地域

 表層

区　分 地　域 種　類

(22.1.3)(22.4.3)

試験

　アスファルト混合物等の抽出試験　　・ 行う　　　・ 行わない

舗装の平たん性

　※ 通行の支障となる水たまりを生じない程度

　・ 　

(22.4.2)

(22.4.6)

コンクリート舗装  4 コンクリート舗装の厚さ

コンクリート舗装
 車路及び駐車場

 歩行者用通路  ・ 図示　　・　

 ・ 図示　　・　  ・ 図示　　・　

 ※ 70　　　・ 図示

構　成 厚さ(mm)舗装の種類 部　位

材料

　コンクリート

　　※ 普通コンクリート、標準仕様書 表22.5.1による

　　・ 図示による

　早強ポルトランドセメント　　・ 使用する　　　・ 使用しない

　注入目地材料　　※ 低弾性タイプ　　　・ 高弾性タイプ

施工：目地

　種類、間隔、構造

　　※ 標準仕様書 表 22.5.3 及び 図 22.5.1による

　　・ 図示による

舗装の平たん性

　※ 通行の支障となる水たまりを生じない程度

(22.5.2)

(22.5.4)

(22.5.2)

(22.5.3)

カラー舗装  5 ・ 加熱系カラー舗装

　 構成・厚さ　　・ 図示による　　　・　

　 表層に用いる加熱系混合物の結合材

　 　・ アスファルト混合物

　 　・ 石油樹脂系混合物　　顔料の添加量（　　　　　％）

　 加熱系混合物に添加する材料

　 　・ 着色骨材（　　　　　）

　 　・ 自然石　（　　　　　）

　 アスファルト混合物の抽出試験　　　・ 行う　　　・ 行わない

(22.6.2)(22.6.3)(22.6.4)(表22.6.1)

(22.6.6)

・ 常温系カラー舗装

　 工法　　　　　　・ ニート工法　　　・ 塗布工法

　 着色部の下部　　・ アスファルト舗装　　　・ コンクリート舗装

　 ニート工法及び塗布工法の配合等　　　・　

舗装の平たん性

　※ 通行の支障となる水たまりを生じない程度

　・ 　

　・ 　

(22.6.2)(22.6.3)(22.6.4)(表22.6.1)

(22.6.6)

透水性

アスファルト舗装 Ｇ□
舗装構成　　※ 図示による　　　・　

材料

　アスファルト

　　※ 再生アスファルト　（・ 60～80　　・ 80～100）

　　・ ストレートアスファルト

試験　　開粒度アスファルト混合物等の抽出試験　　・ 行う　　・ 行わない

舗装の平たん性　　　※ 著しい不陸がないもの　　　・　

(22.7.2)

(22.1.3)(22.7.3)

(22.7.6)

(22.7.2)

  6

ブロック系舗装 Ｇ□  7 ・ コンクリート平板舗装

　※ 普通平板（Ｎ）

　・ 透水性平板（Ｐ）

　・ 保水性平板（Ｍ）

 ・ 300角

 ・　

 ※ 60

 ・　

種　類 寸法(mm) 厚さ(mm) 目地材

　・モルタル

　※ 砂　　

　クッション材　　・ 砂　　　・ 空錬モルタル

　仕上がりの平たん性　　※ コンクリート平板間の段差3mm以内　　・　

(22.8.2)(22.8.3)

(22.8.2)

(22.8.2)

・ インターロッキングブロック舗装

 ※ 普通ブロック（Ｎ）

 ・ 透水性ブロック（Ｐ）

 ・ 保水性ブロック（Ｍ）

 車路

 用通路

 歩行者

 ・図示

 ・図示

 ※ 80

 ・　

 ・　

 ※ 60

 ※ 5.0

 ・　

 ・　

 ※ 3.0

 ※ 標準品

 ・　

種　類 部　位 形状寸法厚さ(mm) 色彩、表面加工等曲げ強度
(N/mm2)

(22.8.2)(22.8.3)

　インターロッキングブロックの割付け　　・ 図示による　　・　

　　　　　　　　　　　　・　

　仕上がりの平たん性　　※ インターロッキングブロック間の段差3mm以内 (22.8.2)

(22.8.4)

厚さ(mm)

・ 舗石舗装

※ 小舗石（花こう岩）　　

・

 ・図示

 ・　

 ・ 80  ・図示

割付け形状寸法種　類

 ・　  ・　  ・ ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物（※ 50　・　　）

 ※ ｺﾝｸﾘｰﾄ版（ ※70　　・　　　）

基　層(mm)

　クッション材　　・ 砂　　　・ 空錬モルタル

　舗装の割付け　　・ 図示による　　　・　

　仕上がりの平たん性　　※ 舗装間の段差3mm以内　　・　

(22.8.2)(22.8.3)

(22.8.2)

(22.8.4)

(22.8.2)

砂利敷き  8 種別

　建築物周囲その他　　　※ Ｂ種　　　・ 図示による

　通路　　　　　　　　　※ Ａ種　　　・ 図示による

　　（　　　）　　　　　・　

(22.9.2)(表22.9.1)

土壌の水素イオン濃度指数(pH)試験　・ 行う　　・ 行わない

電気伝導度(EC試験)　　　　　　　　・ 行う　　・ 行わない

整備内容

 ・ 樹木  ※ Ａ種

 ・ Ｂ種

 ・ Ｃ種

 ・ Ｄ種

植　栽 工　法 有効土層の厚さ(cm)

 樹高12m以上

 (※100　・120　・150)

 樹高7m以上～12m未満

 (※80　・100)

 樹高3m以上～7m未満

 (※60　・80)

 樹高3m未満

 (※50　・60)

 ・ 葉張りの範囲

 ・ 図示

 ・ 植栽部分

 ・ 　

 ・ 適用する

 ・ 適用しない

(23.2.2)(表 23.2.1)(表 23.2.2)

整備範囲 土壌改良材

 ※ 芝、

 地被類

 ・ Ｂ種

 ・ 　

 ※ 20

 ・ 　

 ・ 植栽部分

 ・ 図示

 ・ 　

 ・ 適用する

 ・ 適用しない

・ 現場発生土の良質土　　　　・ 客土

種類、指定量

　・ バークたい肥

　　 施工箇所　　・ 植栽範囲　　・ 図示による

　　 指定量　植栽基盤面積1㎡当たり（・　　Ｌ　　・　　　）

　・ 汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト）

　　 施工箇所　　・ 植栽範囲　　・ 図示による

　　 指定量　植栽基盤面積1㎡当たり（・　　Ｌ　　・　　　）

樹木 樹種、寸法、株立数　　　・ 図示による　　　　・　

刈込みものの適用　　　　・ 適用する（数量：　　　）

　　　　　　　　　　　　・ 適用しない

支柱

  5

  6 支柱材の種類

　※ 丸太（間伐材）　　・ 真竹　　　・　

防腐処理方法　　※ 加圧式防腐処理丸太材　　　・　

形式

　・ 布掛け形　　　・ ワイヤ掛け形　　　・ 地下埋設形

　・ 添え柱形　　　・ 鳥居形　　　　　　・ 八ツ掛け形

幹巻き用材料  7 材料　　　※ 幹巻き用テープ　　　・ わら　　　・ こも

(23.3.2)

(23.2.3)

(23.2.3)(23.2.4)

(23.3.2)

(23.3.3)

(23.3.2)

芝 種類　  ※ コウライシバ　　・ノシバ (23.4.2)

　平地　　※ 目地張り　　・ べた張り

　法面　　・ 目地張り　　※ べた張り

芝張り工法

  8

吹付けは種子  9 種類等

 ※ 洋芝類

 ・　

種子の種類 種子の量(g/m2) 備　考

(23.4.2)

  10 地被類 種類等

 ・　

(23.4.2)

植物の種類 径 単位面積当たりの株数株立数

 ・　  ・　

 ・　

 ・　

 ・　  ・　

 ・　

  11 新植、移植樹木、

芝等の枯保証

新植樹木の枯補償の期間（芝張り、吹付は種及び地被類を含む）

　※ 引渡しの日から１年　　・　　　　　　・ 無し

移植樹木の枯損処置を行う期間

　※ 引渡しの日から１年　　・　　　　　　・ 無し

(23.3.4)(23.4.7)

(23.3.6)

屋上緑化  12 植栽基盤及び材料

       排水層　　　　　　・ 軽量骨材（層の厚さ　：          ）    ・ 板状成型品

       土壌層の厚さ　　　・ 図示による　　　・   

・屋上緑化軽量システム

樹木、芝及び地被類

　樹種、寸法、株立数　　・ 図示による　　・　

　刈込みものの適用　　　・ 適用する（数量：　　　　）

　　　　　　　　　　　　・ 適用しない

  見切り材、舗装材、水抜き管、マルチング材等

　　・ 図示による　　　・　

工法

　　・ 図示による　　　・　

　平成12年建設省告示第1458号に基づき定まる風圧力に対応した工法

　支柱　　　　　・ 設置する（形式　　・ 図示　　　・　　　　　　）

　かん水装置　　・ 設置する（種類　　・ 図示　　　・　　　　　　）　

(23.5.4)

(23.5.4)

(23.5.4)

(23.5.3)

(23.5.3)

(23.5.2)(23.5.3)

・屋上緑化システム  

       植込み用土 　　   ※ 改良土　　　　 ・ 人工軽量土

図面番号

縮尺
Non

A-07

事業名

図面名称

事業主

上原水源地　特記仕様書(7)

令和７年度　上原水源地非常用発電機室建設工事

安曇野市上下水道部上水道課


